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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によって実施されるワイヤレス通信の方法であって、
　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）長を使用して監視または送信することに基づく第１のチ
ャネル使用手順を用いる第１のコンポーネントキャリアと、前記第１のＴＴＩ長とは異な
る第２のＴＴＩ長を使用して監視または送信することに基づく第２のチャネル使用手順を
用いる第２のコンポーネントキャリアとを備えるキャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成
を決定すること、
　を備え、
　前記第１のコンポーネントキャリアのための第１の構成と、前記第２のコンポーネント
キャリアのための第２の構成とを備える間欠受信（ＤＲＸ）構成を決定することと、ここ
において、前記第２の構成が、前記第２のＴＴＩ長のいくつかの期間中にアクティブＵＥ
動作をサポートするためにダウンリンクおよびアップリンクバーストとＤＲＸオン期間を
協調させるために決定される、
　を備えることを特徴とする、方法。
【請求項２】
　前記第１のＴＴＩ長が、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）サブフレームであり
、前記第２のＴＴＩ長が、ＬＴＥシンボル期間である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２のコンポーネントキャリアが、共有または無認可スペクトル中にある、ここに
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おいて、前記第２のチャネル使用手順が、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）手順に少な
くとも部分的にさらに基づき、前記第１のチャネル使用手順が、非ＬＢＴ手順に少なくと
も部分的にさらに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　チャネルがチャネル取得タイマー中に基地局によって取得されたのかどうかを前記ＵＥ
によって監視すること、ここにおいて、前記第２の構成が、前記チャネル取得タイマーに
少なくとも部分的に基づき、および、前記ＵＥが、前記基地局と通信する、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記監視することに基づいて前記ＵＥによって前記ＤＲＸ構成を管理することをさらに
備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　ＤＲＸ開始メッセージを受信することと、
　前記ＤＲＸ開始メッセージに少なくとも部分的に基づいて前記第２の構成に従ってＤＲ
Ｘオン持続時間を開始すること、または、
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記第２のコンポーネントキャリアのためのＤ
ＲＸコマンドメッセージを受信することと、
　前記ＤＲＸコマンドメッセージに少なくとも部分的に基づいて前記第２のコンポーネン
トキャリア上でＤＲＸオフ状態に遷移すること
　のいずれかをさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２の構成に従って第１の時間期間の間前記第２のコンポーネントキャリア上での
通信のために少なくとも１つの無線構成要素を非活動化することと、
　前記第１の時間期間が経過した後にオン持続時間の間前記少なくとも１つの無線構成要
素を活動化することと、
　前記オン持続時間中に前記第２のコンポーネントキャリア上で制御チャネルメッセージ
を受信することと、ここにおいて、前記制御チャネルメッセージが、前記オン持続時間中
のバースト長を示す、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２の構成のオン持続時間中にＤＬバースト長の指示を送信すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＤＲＸ構成が、１つまたは複数のＤＲＸモードを備える、ここにおいて、各モード
が、前記第１の構成と前記第２の構成との間の関係に対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数のＤＲＸモードのうちのあるモードは、前記第１の構成が前記第２
の構成から独立していることを指定し、または、
　前記第１の構成の少なくとも１つのＤＲＸオン持続時間に関連する前記第２の構成のＤ
ＲＸオン持続時間を備え、または、
　前記第１の構成が、前記第１の構成のオフ持続時間中に前記第２の構成から独立してい
ることと、前記第１の構成の各ＤＲＸオン持続時間に関連する前記第２の構成のＤＲＸオ
ン持続時間とを指定する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２の構成が、前記第２の構成の各オン持続時間に関連するＤＬ　ＴＴＩ、または
第１のオン持続時間内にＵＬバースト、または前記第１の構成のオン持続時間のセットと
同じ時間にわたるオン持続時間の第１のセットと、前記第１の構成の少なくとも１つのオ
フ持続時間内のオン持続時間の第２のセットとを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第２の構成の各オン持続時間に関連する前記ＤＬ　ＴＴＩが、前記ＵＥに向けられ
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るＤＬ制御情報で構成された、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のコンポーネントキャリアのＤＬバースト構成が、前記第２の構成のオン持続
時間中に発生する各ＤＬバーストのための最終ＤＬ　ＴＴＩを備える、請求項１に記載の
方法。
【請求項１４】
　前記第２の構成の各オン持続時間が、前記第２のコンポーネントキャリアのＤＬバース
トのための最終ＤＬ　ＴＴＩを含むように延長された、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第２の構成のオン持続時間の前記最終ＤＬ　ＴＴＩ中に、スケジュールされたアッ
プリンク（ＵＬ）バーストの指示を受信することと、
　前記指示に少なくとも部分的に基づいて前記第２のコンポーネントキャリアに関連する
ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスのための確認応答を送信することと
　をさらに備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＵＬバーストのＴＴＩを使用してチャネル状態情報（ＣＳＩ）メッセージを送信す
ること
　をさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第２の構成に関連するオン持続時間に関連する前記第１のコンポーネントキャリア
のシンボルレベルの中断に少なくとも部分的に基づいて前記第１のコンポーネントキャリ
ア上でのデータ送信をレートマッチングすること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）長を使用して監視または送信することに基づく第１のチ
ャネル使用手順を用いる第１のコンポーネントキャリアと、前記第１のＴＴＩ長とは異な
る第２のＴＴＩ長を使用して監視または送信することに基づく第２のチャネル使用手順を
用いる第２のコンポーネントキャリアとを備えるキャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成
を決定するための手段、
　を備え、
　前記第１のコンポーネントキャリアのための第１の構成と、前記第２のコンポーネント
キャリアのための第２の構成とを備える間欠受信（ＤＲＸ）構成を決定するための手段と
、ここにおいて、前記第２の構成が、前記第２のＴＴＩ長のいくつかの期間中にアクティ
ブＵＥ動作をサポートするためにダウンリンクおよびアップリンクバーストとＤＲＸオン
期間を協調させるために決定される、
　を備えることを特徴とする、装置。
【請求項１９】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
記コードが、前記ＵＥのプロセッサに、請求項１乃至１７のいずれか１つの前記方法を実
行させるように実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１６年２月１２日に出
願された「Ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ　
ｗｉｔｈ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒｓ」と題するＶａｊ
ａｐｅｙａｍらによる米国特許出願番号第１５／０４２，４９１号、および２０１５年２
月２７日に出願された「ＤＲＸ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ　ｗｉｔｈ　ＥＣＣＳ」と題する
Ｖａｊａｐｅｙａｍらによる米国仮特許出願番号第６２／１２１，７５４号の優先権を主
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張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]以下は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、拡張コンポーネントキ
ャリア（ｅＣＣ：enhanced component carriers）を用いる間欠受信（ＤＲＸ：discontin
uous reception）手順に関する。ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデ
ータ、メッセージング、ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供す
るために広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たと
えば、時間、周波数、および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポ
ートすることが可能であり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多
元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接
続（ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム（たと
えば、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））システム）がある。ワイヤ
レス多元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器（ＵＥ）として知られ得る、複
数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、いくつかの基地局を含み得
る。
【０００３】
　[0003]場合によっては、ＵＥは、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成において複数
のコンポーネントキャリアを使用して基地局と通信し得る。そのコンポーネントキャリア
のうちの１つまたは複数は、１次セル（ＰＣｅｌｌ：primary cell）のＴＴＩとは異なる
送信時間間隔（ＴＴＩ：transmission time interval）で構成され得る。異なるＴＴＩ長
をもつコンポーネントキャリアを使用することは、ＤＲＸモードでの動作に干渉し得、こ
れは、非効率的な電力使用を生じ得る。
【発明の概要】
【０００４】
　[0004]間欠受信（ＤＲＸ）動作は、１次セル（ＰＣｅｌｌ）上でとは別様に拡張コンポ
ーネントキャリア（ｅＣＣ）上で構成され得る。場合によっては、ユーザ機器（ＵＥ）は
、ｅＣＣ　ＤＲＸ構成がＰＣｅｌｌ　ＤＲＸ構成と協調されるのかどうかに基づいていく
つかの異なるｅＣＣ　ＤＲＸモードで構成され得る。たとえば、ｅＣＣ　ＤＲＸ構成は、
各ＤＲＸオン持続時間（each DRX ON durations）が、対応するｅＣＣのダウンリンク（
ＤＬ）バースト持続時間に対応し得るように、ＤＬ　ＴＴＩスケジューリングと協調され
得る。ｅＣＣ　ＤＲＸオン持続時間はまた、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロ
セススケジューリングに従ってスケジュールされ得る。いくつかの例では、ｅＣＣ　ＤＲ
Ｘオン持続時間は、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear channel assessment）
手順などのリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ：listen-before-talk）手順に基づき得る。
いくつかの例では、ｅＣＣ　ＤＲＸオン持続時間は、チャネル状態情報（ＣＳＩ）報告を
可能にするためにアップリンク（ＵＬ）バーストを含有する（たとえば、含む）ように構
成され得る。ｅＣＣ　ＤＲＸはまた、ＰＣｅｌｌの中断を最小化するように構成され得る
。
【０００５】
　[0005]ワイヤレス通信の方法について説明する。本方法は、第１のチャネル使用手順を
用いる第１のコンポーネントキャリアと、第２のチャネル使用手順を用いる第２のコンポ
ーネントキャリアとを含むキャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成を決定することを含み
得る。第１のチャネル使用手順は、第２のチャネル使用手順とは異なり得る。場合によっ
ては、本方法は、第１のコンポーネントキャリアのための第１の構成と、第２のコンポー
ネントキャリアのための第２の構成とを含むＤＲＸ構成を決定することをさらに含む。
【０００６】
　[0006]ワイヤレス通信のための装置について説明する。本装置は、第１のチャネル使用
手順を用いる第１のコンポーネントキャリアと、第２のチャネル使用手順を用いる第２の
コンポーネントキャリアとを含むＣＡ構成を決定するための手段を含み得る。第１のチャ
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ネル使用手順は、第２のチャネル使用手順とは異なり得る。本装置はまた、第１のコンポ
ーネントキャリアのための第１の構成と、第２のコンポーネントキャリアのための第２の
構成とを含むＤＲＸ構成を決定するための手段を含み得る。
【０００７】
　[0007]ワイヤレス通信のためのさらなる装置について説明する。本装置は、プロセッサ
と、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリ中に記憶され、プロセッサによって
実行されたとき、装置に、第１のチャネル使用手順を用いる第１のコンポーネントキャリ
アと、第２のチャネル使用手順を用いる第２のコンポーネントキャリアとを含むＣＡ構成
を決定することを行わせるように動作可能な命令とを含み得る。第１のチャネル使用手順
は、第２のチャネル使用手順とは異なり得る。命令はまた、本装置に、第１のコンポーネ
ントキャリアのための第１の構成と、第２のコンポーネントキャリアのための第２の構成
とを含むＤＲＸ構成を決定することを行わせるように動作可能であり得る。
【０００８】
　[0008]ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体につい
て説明する。コードは、第１のチャネル使用手順を用いる第１のコンポーネントキャリア
と、第２のチャネル使用手順を用いる第２のコンポーネントキャリアとを含むＣＡ構成を
決定することを実行可能な命令を含み得る。第１のチャネル使用手順は、第２のチャネル
使用手順とは異なり得る。命令は、第１のコンポーネントキャリアのための第１の構成と
、第２のコンポーネントキャリアのための第２の構成とを含むＤＲＸ構成を決定すること
をさらに実行可能であり得る。
【０００９】
　[0009]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、第１のチャネル使用手順は、第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）長を使用して監
視または送信することに少なくとも部分的に基づき、第２のチャネル使用手順は、第１の
ＴＴＩ長とは異なる第２のＴＴＩ長を使用して監視または送信することに少なくとも部分
的に基づく。いくつかの例では、第１のＴＴＩ長は、ＬＴＥサブフレームであり、第２の
ＴＴＩ長は、ＬＴＥシンボル期間である。
【００１０】
　[0010]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、第２のチャネル使用手順は、ＣＣＡ手順に少なくとも部分的に基づき、第１
のチャネル使用手順は、非ＣＣＡ手順に少なくとも部分的に基づく。追加または代替とし
て、いくつかの例では、第２のコンポーネントキャリアは、共有または無認可スペクトル
中にある。いくつかの例では、第２のチャネル使用手順は、リッスンビフォアトーク（Ｌ
ＢＴ）手順に少なくとも部分的に基づき、第１のチャネル使用手順は、非ＬＢＴ手順に少
なくとも部分的に基づく。
【００１１】
　[0011]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、第２の構成は、チャネル取得タイマー（channel acquisition timer）に少
なくとも部分的に基づく。追加または代替として、いくつかの例は、チャネルがチャネル
取得タイマー中に基地局によって取得されたのかどうかをＵＥによって監視することと、
監視することに基づいてＵＥによってＤＲＸ構成を管理することとを行うためのプロセス
、特徴、手段、または命令を含み得る。場合によっては、第２の構成は、チャネル取得タ
イマーに少なくとも部分的に基づき得る。
【００１２】
　[0012]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、ＤＲＸ開始メッセージを受信することと、ＤＲＸ開始メッセージに少なくとも
部分的に基づいて第２の構成に従ってＤＲＸオン持続時間を開始することとを行うための
プロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加または代替として、いくつか
の例では、ＤＲＸ開始メッセージは、第２のキャリアのためのＣＣＡに少なくとも部分的
に基づいて送信される。
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【００１３】
　[0013]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、第１のコンポーネントキャリア上で第２のキャリアのためのＤＲＸコマンドメ
ッセージを受信することと、ＤＲＸコマンドメッセージに少なくとも部分的に基づいて第
２のコンポーネントキャリア上でＤＲＸオフ状態（DRX OFF state）に遷移することとを
行うためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００１４】
　[0014]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、第２の構成に従って第１の時間期間の間第２のキャリア上での通信のために少
なくとも１つの無線構成要素を非活動化することと、第１の時間期間が経過した後にオン
持続時間の間無線構成要素を活動化することと、オン持続時間中に第２のキャリア上で制
御チャネルメッセージを受信することとを行うためのプロセス、特徴、手段、または命令
をさらに含み得る。場合によっては、制御チャネルメッセージは、オン持続時間中のバー
スト長を示し得る。追加または代替として、いくつかの例は、オン持続時間中にＤＬバー
スト長の指示を受信することを行うためのプロセス、特徴、手段、または命令を含み得る
。
【００１５】
　[0015]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、ＣＡ構成とＤＲＸ構成とでワイヤレスデバイスを構成することを行うためのプ
ロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加または代替として、いくつかの
例は、第２の構成のオン持続時間中にＤＬバースト長の指示を送信することを行うための
プロセス、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００１６】
　[0016]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、ＤＲＸ構成は、１つまたは複数のＤＲＸモードを含む。各モードは、第１の
構成と第２の構成との間の関係に対応し得る。追加または代替として、いくつかの例では
、１つまたは複数のＤＲＸモードのうちのあるモードは、第１の構成が第２の構成から独
立していることを指定する。
【００１７】
　[0017]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、１つまたは複数のＤＲＸモードのうちのあるモードは、第１の構成の少なく
とも１つのＤＲＸオン持続時間に関連する第２の構成のＤＲＸオン持続時間を含む。追加
または代替として、いくつかの例では、１つまたは複数のＤＲＸモードのうちのあるモー
ドは、第１の構成が、第１の構成のオフ持続時間中に第２の構成から独立していることと
、第１の構成の各ＤＲＸオン持続時間に関連する第２の構成のＤＲＸオン持続時間とを指
定する。
【００１８】
　[0018]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、第１のコンポーネントキャリアが１次セル（ＰＣｅｌｌ）であり、第２のコ
ンポーネントキャリアが拡張コンポーネントキャリア（ｅＣＣ）ＳＣｅｌｌである。追加
または代替として、いくつかの例では、第１の構成は、少なくとも１つの第１のＤＲＸタ
イマーに少なくとも部分的に基づき、第２の構成は、少なくとも１つの第２のＤＲＸタイ
マーに少なくとも部分的に基づく。
【００１９】
　[0019]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例では、第２の構成は、第２の構成の各オン持続時間に関連するＤＬ　ＴＴＩを備え
る。追加または代替として、いくつかの例では、第２の構成の各オン持続時間に関連する
ＤＬ　ＴＴＩは、ＵＥに向けられるＤＬ制御情報で構成される。
【００２０】
　[0020]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
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かの例では、第２のコンポーネントキャリアのＤＬバースト構成は、第２の構成のオン持
続時間中に発生する各ＤＬバーストのための最終ＤＬ　ＴＴＩを含む。追加または代替と
して、いくつかの例では、第２の構成の各オン持続時間は、第２のコンポーネントキャリ
アのＤＬバーストのための最終ＤＬ　ＴＴＩを含むように延長される。
【００２１】
　[0021]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、第２の構成のオン持続時間の最終ＤＬ　ＴＴＩ中に、スケジュールされたＵＬ
バーストの指示を受信することと、指示に少なくとも部分的に基づいて第２のキャリアに
関連するＨＡＲＱプロセスのための確認応答（ＡＣＫ）を送信することとを行うためのプ
ロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加または代替として、いくつかの
例では、第２の構成は、オン持続時間内にＵＬバーストを含む。
【００２２】
　[0022]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、ＵＬバーストのＴＴＩを使用してチャネル状態情報（ＣＳＩ）メッセージを送
信することを行うためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。追加また
は代替として、いくつかの例では、第２の構成は、第１の構成のオン持続時間のセットと
同じ時間にわたる（co-extensive with）オン持続時間の第１のセットと、第１の構成の
少なくとも１つのオフ持続時間内のオン持続時間の第２のセットとを含む。
【００２３】
　[0023]本明細書で説明する方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、第２の構成に関連するオン持続時間に関連する第１のキャリアのシンボルレベ
ルの中断に少なくとも部分的に基づいて第１のキャリア上でのデータ送信をレートマッチ
ングすること（rating match）を行うためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに
含み得る。
【００２４】
　[0024]本開示は、以下の図を参照すれば理解され得る。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】[0025]本開示の様々な態様による、拡張コンポーネントキャリア（ｅＣＣ）を用
いる間欠受信（ＤＲＸ）手順をサポートするワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0026]本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートするワ
イヤレス通信システムの一例を示す図。
【図３】[0027]本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートするシ
ステム動作のための例示的なタイミング図。
【図４Ａ】本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートするシステ
ム動作のための例示的なタイミング図。
【図４Ｂ】本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートするシステ
ム動作のための例示的なタイミング図。
【図４Ｃ】本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートするシステ
ム動作のための例示的なタイミング図。
【図５Ａ】本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートするシステ
ム動作のための例示的なタイミング図。
【図５Ｂ】本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートするシステ
ム動作のための例示的なタイミング図。
【図６】本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートするシステム
動作のための例示的なタイミング図。
【図７】本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートするシステム
動作のための例示的なタイミング図。
【図８】[0028]本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートするシ
ステム中のプロセスフローの一例を示す図。
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【図９】[0029]本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートするワ
イヤレスデバイスのブロック図。
【図１０】本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートするワイヤ
レスデバイスのブロック図。
【図１１】本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートするワイヤ
レスデバイスのブロック図。
【図１２】[0030]本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートする
ＵＥを含むシステムの図。
【図１３】[0031]本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートする
基地局を含むシステムの図。
【図１４】[0032]本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のための方法を
示す図。
【図１５】本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のための方法を示す図
。
【図１６】本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のための方法を示す図
。
【図１７】本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のための方法を示す図
。
【図１８】本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のための方法を示す図
。
【図１９】本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のための方法を示す図
。
【詳細な説明】
【００２６】
　[0033]間欠受信（ＤＲＸ）動作は、本明細書で説明するように、１次セル（ＰＣｅｌｌ
）上でとは別様に拡張コンポーネントキャリア（ｅＣＣ）上で構成され得る。本明細書の
説明は、ｅＣＣ　ＤＲＸ構成の異なる態様の例を含む、ワイヤレス通信システムのコンテ
キストでの例示的な例を含む。たとえば、基地局は、事前構成されたＤＬシンボル、ＤＬ
バースト中の第１のＤＬシンボル、またはＤＬバースト中の最終ＤＬシンボルなどのいく
つかのシンボル期間中にアクティブＵＥ動作をサポートするためにｅＣＣダウンリンク（
ＤＬ）およびアップリンク（ＵＬ）バーストとｅＣＣオン持続時間を協調させ得る。これ
により、ＵＥは、ＤＬ制御情報を受信することが可能になり得る。基地局はまた、ＵＬシ
ンボル送信のためのＵＬバーストの利用可能性のＵＥの認識をサポートするためにｅＣＣ
スケジューリングとＤＲＸとを協調させ得る。さらに、説明する例のうちのいくつかは、
リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）動作を使用して共有または無認可スペクトル中での通
信に適応するように設計されたｅＣＣ　ＤＲＸ構成、ＵＥがチャネル状態情報（ＣＳＩ）
をいつ送信し得るのか、およびｅＣＣ　ＤＲＸ構成がＰＣｅｌｌへの干渉を管理するよう
にどのように設計され得るのかを示す。説明の他の態様について、ｅＣＣ上でのＤＲＸ動
作をサポートする装置図、システム図、およびフローチャートを参照しながら図示し説明
する。
【００２７】
　[0034]図１に、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートする
ワイヤレス通信システム１００の一例を示す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局
１０５と、ＵＥ１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。いくつかの例では、ワイヤ
レス通信システム１００はロングタームエボリューション（ＬＴＥ）／ＬＴＥアドバンス
ト（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークであり得る。
【００２８】
　[0035]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レスで通信し得る。基地局１０５の各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１１０に
対して通信カバレージを与え得る。ワイヤレス通信システム１００内に示された通信リン
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ク１２５は、ＵＥ１１５から基地局１０５へのＵＬ送信、または基地局１０５からＵＥ１
１５へのＤＬ送信を含み得る。基地局１０５は、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートし
得て、それをサポートするために互いに通信し得る。たとえば、基地局１０５は、バック
ホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１など）を通してコアネットワーク１３０とインター
フェースをとり得る。基地局１０５はまた、直接または間接的にのいずれかで（たとえば
、コアネットワーク１３０を通して）バックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ１など）
を介して互いに通信し得る。基地局１０５は、ＵＥ１１５との通信のための無線構成およ
びスケジューリングを実行し得るか、または基地局コントローラ（図示せず）の制御下で
動作し得る。様々な例では、基地局１０５は、マクロセル、スモールセル、ホットスポッ
トなどであり得る。基地局１０５は、いくつかの例では、ｅノードＢ（ｅＮＢ）１０５と
呼ばれることもある。
【００２９】
　[0036]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は固定またはモバイルであり得る。ＵＥ１１５は、移動局、加入者局、リモート
ユニット、ワイヤレスデバイス、アクセス端末、ハンドセット、ユーザエージェント、ク
ライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ＵＥ１１５はまた、
セルラーフォン、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、パーソナルコンピュータ、
タブレット、パーソナル電子デバイス、マシンタイプ通信（ＭＴＣ：machine type commu
nication）デバイスなどであり得る。ＵＥ１１５は、基地局１０５と通信し得、ｅＣＣを
用いるＤＲＸ手順をサポートし得る。
【００３０】
　[0037]ＵＥは、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成において複数のキャリアで構成
され得、通信リンク１２５は、そのようなマルチキャリアＣＡ構成を表し得る。キャリア
は、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャネルなどと呼ばれることもある。「
コンポーネントキャリア」という用語は、ＣＡ動作においてＵＥによって利用される複数
のキャリアの各々を指すことがあり、システム帯域幅の他の部分とは異なり得る。たとえ
ば、コンポーネントキャリアは、独立して、または他のコンポーネントキャリアと組み合
わせて利用されることが可能な比較的狭い帯域幅のキャリアであり得る。各コンポーネン
トキャリアは、ＬＴＥ規格のリリース８またはリリース９に基づく分離したキャリア（is
olated carrier）と同じ能力を与え得る。複数のコンポーネントキャリアは、いくつかの
ＵＥ１１５に、より大きい帯域幅と、たとえば、より高いデータレートとを与えるために
、アグリゲートされるか、または同時に利用され得る。したがって、個々のコンポーネン
トキャリアは、レガシーＵＥ１１５（たとえば、ＬＴＥリリース８またはリリース９を実
装するＵＥ１１５）との後方互換性があることがあるが、他のＵＥ１１５（たとえば、リ
リース８／９後のＬＴＥバージョンを実装するＵＥ１１５）は、マルチキャリアモードに
おいて複数のコンポーネントキャリアで構成され得る。ＤＬのために使用されるキャリア
はＤＬ　ＣＣと呼ばれることがあり、ＵＬのために使用されるキャリアはＵＬ　ＣＣと呼
ばれることがある。ＵＥ１１５は、キャリアアグリゲーションのために、複数のＤＬ　Ｃ
Ｃと１つまたは複数のＵＬ　ＣＣとで構成され得る。各キャリアは、制御情報（たとえば
、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを送信するために使
用され得る。
【００３１】
　[0038]したがって、ＵＥ１１５は、複数のキャリアを利用して単一の基地局１０５と通
信し得、また、異なるキャリア上で同時に複数の基地局１０５と通信し得る。基地局１０
５の各セルは、ＵＬ　ＣＣとＤＬ　ＣＣとを含み得る。基地局１０５のための各サービン
グセルのカバレージエリア１１０は異なり得る（たとえば、異なる周波数帯域上のＣＣは
、異なる経路損失を経験し得る）。いくつかの例では、１つのキャリアは、１次セル（Ｐ
Ｃｅｌｌ）によってサービスされ得る、ＵＥ１１５のための１次キャリアまたは１次コン
ポーネントキャリア（ＰＣＣ）として指定される。１次セルは、ＵＥごとに上位レイヤ（
たとえば、無線リソース制御（ＲＲＣ）など）によって半静的に構成され得る。あるアッ



(10) JP 6732775 B2 2020.7.29

10

20

30

40

50

プリンク制御情報（ＵＣＩ）、たとえば、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）
上で送信されたＡＣＫ／ＮＡＣＫ、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、およびスケジ
ューリング情報は、１次セルによって搬送される。追加のキャリアは、２次セル（ＳＣｅ
ｌｌ）によってサービスされ得る、２次キャリア、または２次コンポーネントキャリア（
ＳＣＣ）として指定され得る。２次セルは、同様に、ＵＥごとに半静的に構成され得る。
場合によっては、２次セルは、１次セルと同じ制御情報を含まないか、またはそれを送信
するように構成されないことがある。
【００３２】
　[0039]場合によっては、ワイヤレス通信システム１００は、１つまたは複数の拡張コン
ポーネントキャリア（ｅＣＣ）を利用し得る。ｅＣＣは、フレキシブル帯域幅、異なる送
信時間間隔（ＴＴＩ）、および変更された制御チャネル構成を含む、１つまたは複数の特
徴によって特徴づけられ得る。場合によっては、ｅＣＣは、（たとえば、複数のサービン
グセルが準最適なバックホールリンクを有するとき）キャリアアグリゲーション構成また
はデュアル接続性構成に関連付けられ得る。ｅＣＣはまた、（たとえば、２つ以上の事業
者が、スペクトルを使用することを認可された場合）無認可スペクトルまたは共有スペク
トルにおいて使用するために構成され得る。フレキシブル帯域幅によって特徴づけられる
ｅＣＣは、全帯域幅を監視することが可能でないか、または（たとえば、電力を節約する
ために）限られた帯域幅を使用することを選好するＵＥ１１５によって利用され得る１つ
または複数のセグメントを含み得る。
【００３３】
　[0040]場合によっては、ｅＣＣは、他のＣＣとは異なるＴＴＩ長を利用し得、これは、
他のＣＣのＴＴＩと比較して短縮されたまたは可変のシンボル持続時間の使用を含み得る
。シンボル持続時間は同じままであり得るが、場合によっては、各シンボルは別個のＴＴ
Ｉを表し得る。いくつかの例では、ｅＣＣは、異なるＴＴＩ長に関連する複数の階層レイ
ヤを含み得る。たとえば、ある階層レイヤにおけるＴＴＩは均一な１ｍｓサブフレームに
対応し得るが、第２のレイヤでは、可変長ＴＴＩは短い持続時間のシンボル期間のバース
トに対応し得る。場合によっては、より短いシンボル持続時間は、増加されたサブキャリ
ア間隔にも関連し得る。短縮されたＴＴＩ長と併せて、ｅＣＣは、動的時分割複信（ＴＤ
Ｄ）動作を利用し得る（すなわち、動的条件に従って短いバーストのためにＤＬ動作から
ＵＬ動作に切り替わり得る）。
【００３４】
　[0041]フレキシブル帯域幅および可変ＴＴＩは、変更された制御チャネル構成に関連付
けられ得る（たとえば、ｅＣＣは、ＤＬ制御情報のために拡張物理ダウンリンク制御チャ
ネル（ｅＰＤＣＣＨ）を利用し得る）。たとえば、ｅＣＣの１つまたは複数の制御チャネ
ルは、フレキシブルな帯域幅使用に適応するために周波数分割多重化（ＦＤＭ）スケジュ
ーリングを利用し得る。他の制御チャネル変更は、（たとえば、ｅＭＢＭＳスケジューリ
ングのための、または可変長ＵＬおよびＤＬバーストの長さを示すための）追加の制御チ
ャネルの使用、あるいは異なる間隔で送信される制御チャネルの使用を含む。ｅＣＣは、
変更されたまたは追加のＨＡＲＱ関連制御情報をも含み得る。ＵＥ１１５は、間欠受信を
使用してｅＣＣおよび他のＣＣ上で動作し得る。
【００３５】
　[0042]間欠受信（ＤＲＸ）はまた、ＵＥ１１５におけるバッテリー電力を節約するため
にワイヤレス通信システム１００において使用され得る。ＤＲＸサイクルは、ＵＥ１１５
が（たとえば、ＰＤＣＣＨ上の）制御情報を監視し得る「オン持続時間（ON duration）
」とＵＥ１１５がいくつかの無線構成要素を電源切断し得る「ＤＲＸ期間（DRX period）
」とからなり得る。場合によっては、ＤＲＸは、ＵＥ１１５が低電力状態に入ることを可
能にすることによってＵＥ１１５における電力を節約し得る。ＵＥ１１５は、オン持続時
間中に物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を監視し得、これは、オン持続時間
中の通信終了の後のタイマーの満了によって、または明示的シグナリングによってトリガ
され得る。場合によっては、ＤＲＸオン持続時間またはＤＲＸオンサイクルは、ＵＥ１１
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５が「起きている（awake）」期間または時間と呼ばれる。したがって、場合によっては
、オン持続時間との間で遷移するＵＥ１１５は、「起きる（wake）」または「ウェイクア
ップする（wake up）」と言われる。同様に、ＤＲＸサイクルに関連する低電力状態に入
るＵＥ１１５は、「スリープしている（sleep）」または「眠っている（asleep）」と言
われ得る。したがって、場合によっては、オン持続時間からＤＲＸ期間に遷移するＵＥ１
１５は、「スリープする（go to sleep）」と言われる。接続ＤＲＸモード（または接続
モードＤＲＸ）では、ＵＥ１１５は、何らかの所定の間隔の間「スリープすること（slee
ping）」（たとえば、いくつかの構成要素を電源切断すること）を行いながら、基地局１
０５とのＲＲＣ接続を維持し得る（たとえば、ＲＲＣ接続モードで動作し得る）。
【００３６】
　[0043]場合によっては、ＵＥ１１５は、短いＤＲＸサイクルと長いＤＲＸサイクルとで
構成され得る。ＵＥ１１５は、たとえば、１つまたは複数の短いＤＲＸサイクルの間非ア
クティブである場合、長いＤＲＸサイクルに入り得る。短いＤＲＸサイクルと、長いＤＲ
Ｘサイクルと、連続受信との間の遷移は、内部タイマーによってまたは基地局１０５から
のメッセージングによって制御され得る。ＵＥ１１５は、オン持続時間中にＰＤＣＣＨ上
でスケジューリングメッセージを受信し得る。スケジューリングメッセージについてＰＤ
ＣＣＨを監視する間、ＵＥ１１５は、ＤＲＸ非アクティビティタイマーを開始し得る。ス
ケジューリングメッセージが正常に受信される場合、ＵＥ１１５は、データを受信するこ
とを準備し得、ＤＲＸ非アクティビティタイマーがリセットされ得る。スケジューリング
メッセージを受信することなしにＤＲＸ非アクティビティタイマーが満了すると、ＵＥ１
１５は、短いＤＲＸサイクルに移動し得、ＤＲＸ短サイクルタイマーを開始し得る。ＤＲ
Ｘ短サイクルタイマーが満了すると、ＵＥ１１５は、長いＤＲＸサイクルを再開し得る。
【００３７】
　[0044]ＤＲＸ構成に関連するいくつかのタイマーがあり得る。たとえば、長いＤＲＸパ
ラメータと短いＤＲＸパラメータとがあり得、これは随意であり得る。長いＤＲＸパラメ
ータは、ＤＲＸからウェイクアップした後にＵＥ１１５がＰＤＣＣＨを監視するＰＤＣＣ
Ｈサブフレーム単位での持続時間（the duration in PDCCH subframes）（たとえば、１
～２００個のＰＤＣＣＨサブフレーム）であり得るオン持続時間タイマーを含み得る。長
いＤＲＸパラメータは、さらに、新しい送信のためのＰＤＣＣＨの最後の正常な復号から
、ＵＥ１１５が正常にＰＤＣＣＨを復号するのを待つＰＤＣＣＨサブフレーム単位での持
続時間（たとえば、０～２５６０個のＰＤＣＣＨサブフレーム）であり得る非アクティビ
ティタイマーを含み得る。長いＤＲＸパラメータは、さらに、連続するオン持続時間サイ
クルの間のサブフレーム単位での持続時間（the duration in subframes）（たとえば、
１０～２５６０個のサブフレーム）であり得る長いＤＲＸサイクルと、ＨＡＲＱ再送信が
保留中であるときにＵＥ１１５がＰＤＣＣＨを監視するＤＬサブフレーム単位での持続時
間（たとえば、１～３３個のサブフレーム）であり得るＤＲＸ再送信タイマーとを含み得
る。短いＤＲＸパラメータは、短いＤＲＸサイクル（たとえば、２～６４０個のサブフレ
ーム）とＤＲＸ短サイクルタイマー（たとえば、１～１６個のサイクル）とを含み得る。
【００３８】
　[0045]ＤＲＸ動作は、ＰＣｅｌｌまたは非ｅＣＣ　ＳＣｅｌｌ上でとは別様にｅＣＣ上
で構成され得る。たとえば、ＵＥ１１５は、ｅＣＣ　ＤＲＸ構成がＰＣｅｌｌ　ＤＲＸ構
成と協調されるのかどうかに基づいていくつかの異なるｅＣＣ　ＤＲＸモードで構成され
得る。ｅＣＣ　ＤＲＸ構成はまた、以下で説明するように、ハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ）、チャネル状態情報（ＣＳＩ）、およびクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ
）手順などの制御通信を考慮するように協調され得る。ｅＣＣ　ＤＲＸ構成は、上記で説
明したＰＣｅｌｌ　ＤＲＸタイマーのタイマーと同様のタイマーに基づき得るか、または
ＰＣｅｌｌのタイマーとは異なるセットのタイマーに基づき得る。
【００３９】
　[0046]図２に、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のためのワイヤ
レス通信システム２００の一例を示す。ワイヤレス通信システム２００は、ワイヤレス通
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信システム１００の態様を示し得る。ワイヤレス通信システム２００は、図１を参照しな
がら説明した基地局１０５の態様の例であり得る基地局１０５－ａおよび１０５－ｂを含
む。ワイヤレス通信システム２００は、図１を参照しながら説明したＵＥ１１５の態様の
一例であり得るＵＥ１１５－ａをも含む。他の例では、ワイヤレス通信システム２００は
、他の数の基地局１０５およびＵＥ１１５を含む。
【００４０】
　[0047]基地局１０５－ａおよび１０５－ｂは、コンポーネントキャリア２２５を利用し
てＵＥ１１５－ａと通信し得る。コンポーネントキャリア２２５のうちの１つ（たとえば
、２２５－ｂ）は、拡張コンポーネントキャリア（ｅＣＣ）であり得る。図示されていな
いが、ＣＡ構成はいくつかのｅＣＣを含み得る。コンポーネントキャリア２２５は、順方
向（たとえば、ＤＬ）チャネルと逆方向（たとえば、ＵＬ）チャネルとを含み得る。コン
ポーネントキャリア２２５は、同じ周波数動作帯域中にあるか（帯域内）、または異なる
動作帯域中にあり得（帯域間）、帯域内ＣＣは動作帯域内で連続であるか、または不連続
であり得る。さらに、コンポーネントキャリア２２５のうちの１つまたは複数は、無認可
無線周波数スペクトル帯域中にあり得、これは、様々なシステムの異なるデバイスおよび
事業者の間で共有され得る。ＵＥ１１５－ａは、異なるコンポーネントキャリア２２５に
関連する異なるＤＲＸ構成を用いるＤＲＸ動作のために構成され得る。たとえば、ｅＣＣ
２２５－ｂは、非ｅＣＣセルとは異なるＤＲＸ構成を有し得る。
【００４１】
　[0048]１つのコンポーネントキャリア（ＣＣ）は、ＵＥ１１５－ａのための１次ＣＣま
たはＰＣｅｌｌ２２５－ａとして指定され得る。ＰＣｅｌｌ２２５－ａは、ＵＥごとに（
たとえば、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを使用して）上位レイヤによって半
静的に構成され得る。上述のように、他の２次セル（ＳＣｅｌｌ）２２５－ｃのうちの１
つまたは複数はｅＣＣであり得る。ｅＣＣ上でのデータ送信に関係するある制御情報（た
とえば、ＨＡＲＱ確認応答（ＡＣＫ）、チャネル状態情報（ＣＳＩ）、ＤＬ／ＵＬ許可、
スケジューリング要求（ＳＲ）など）は、ＰＣｅｌｌ２２５－ａによって搬送され得る。
場合によっては、ｅＣＣ２２５－ｂのためのｅＣＣ　ＤＲＸ構成は、（たとえば、ＵＥ１
１５－ａがＰＣｅｌｌ２２５－ａ上で適切な制御情報を送信および受信することができる
ことを保証するために）ＰＣｅｌｌ２２５－ａのためのＤＲＸ構成と協調され得る。いく
つかの例では、ＰＣｅｌｌ２２５－ａは、非ｅＣＣ　ＬＴＥキャリアである。いくつかの
例では、ＳＣｅｌｌ２２５－ｂおよび２２５－ｃは、どちらもｅＣＣセルであり得る。
【００４２】
　[0049]場合によっては、ＵＥ１１５－ａは、ＤＲＸ構成に従ってｅＣＣ２２５－ｂに対
するＤＬ制御監視のためのウェイクアップ時間（wake-up time）を限定することによって
バッテリー節約を達成し得る。しかしながら、ｅＣＣ２２５－ｂは、ＰＣｅｌｌ２２５－
ａよりも短いＴＴＩを有し得、超低レイテンシ（ＵＬＬ：ultra-low latency）動作のた
めに構成され得る。すなわち、ＵＥ１１５－ａは、動的に決定されるＵＬサブフレームと
ＤＬサブフレームとを有し得、スケジューリングは、（たとえば、ＵＬ　ＴＴＩのバース
トが後に続くＤＬ　ＴＴＩの動的にスケジュールされたシーケンス中の）実行されたバー
ストであり得る。さらに、場合によっては、ｅＣＣ２２５－ｂは、無認可キャリア上で動
作し得、これは、ＤＲＸ構成へのさらなる変化をもたらし得る。したがって、ｅＣＣ２２
５－ｂのためのＤＲＸ構成は、異なる考慮事項に基づいて構成され得る。たとえば、ｅＣ
Ｃ２２５－ｂのためのＤＲＸは、（たとえば、無認可スペクトル上での）バースト性スケ
ジューリング、ＵＬＬ　ＨＡＲＱ、ＣＳＩ報告、およびリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ
）手順に適応するように構成され得る。
【００４３】
　[0050]したがって、ＵＥ１１５－ａのためのＤＲＸ構成は、（たとえば、ｅＣＣ２２５
－ａおよびＰＣｅｌｌ２２５－ａのための）複数のサブ構成を含み得、これは、結合され
るか、部分的に結合されるか、または分離され得る。たとえば、場合によっては、ＵＥ１
１５－ａは、各ＰＣｅｌｌ　ＤＲＸオン状態が少なくとも１つのｅＣＣ　ＤＲＸオン期間
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に対応し得るように構成され得る。別の例として、ｅＣＣ　ＤＲＸ構成は、ＰＣｅｌｌ　
ＤＲＸ構成から完全に独立していることがある。ｅＣＣ　ＤＲＸ構成は、ｅＣＣ固有のＤ
ＲＸタイマーに基づき得、ＵＥ１１５－ａは、ＰＣＣ中でＤＲＸオフ状態にある間にｅＣ
Ｃ中でＤＲＸオン状態にあり得、その逆も同様である。
【００４４】
　[0051]図３に、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートする
システムのためのタイミング図３００の一例を示す。タイミング図３００に、ＤＲＸ動作
中のＵＥ１１５が、各ＤＲＸオン持続時間中に少なくとも１つのＤＬシンボルを受信する
ことを可能にするために事前構成されたＤＬシンボルを用いるｅＣＣ　ＤＲＸ構成を示す
。これにより、ＵＥ１１５は、ＤＬ制御情報を受信することが可能になり得る。シンボル
タイプまたは送信時間間隔（ＴＴＩ）タイプとともにｅＣＣ　ＤＲＸ構成が示されている
。タイミング図３００は、ＵＥ１１５が、ＤＲＸスリープ期間（たとえば、上記で説明し
たように、ＤＲＸ期間）中に１つまたは複数の無線構成要素を非活動化し得、次いで、オ
ン持続時間シンボル３１０中にｅＣＣを監視するために起き得る（たとえば、上記で説明
したように、ウェイクアップし得る）一連のシンボル３０５を含み得る。いくつかの例で
は、オン持続時間シンボル３１０は、オン持続時間タイマーがアクティブであるときに発
生し得る。
【００４５】
　[0052]ＵＥ１１５は、オン持続時間シンボル３１０のセット中に含まれないＤＲＸスリ
ープシンボル（たとえば、ＵＥ１１５がその間眠っているシンボル）中に（ＰＤＣＣＨま
たはｅＰＤＣＣＨなどの）制御チャネルを監視しないことがある。時々、オン持続時間シ
ンボル３１０と、他のオン持続時間シンボル３１０の前に発生する他のシンボル３０５と
は、ＤＲＸサイクルと見なされ得、これは、（たとえば、周期的に）繰り返され得る。シ
ンボルタイプは、基地局１０５からのＵＬシンボル３２０ならびにＤＬシンボル３２５を
含み得る。
【００４６】
　[0053]ＵＥ１１５は、それがオン持続時間シンボル３１０の間に起きるときシンボル３
０５がＵＬまたはＤＬのために使用されるのかどうかをアプリオリに知ることができない
。さらに、少なくとも１つのＤＬシンボルが各ｅＣＣオン持続時間３１０中に構成される
ことを保証することはＵＥ１１５にとって有益であり得る。したがって、ｅＣＣ　ＤＲＸ
は、ＵＥ１１５がＤＲＸオン状態にある間にいくつかの事前構成されたＤＬシンボル３１
５がスケジュールされるように構成され得る。事前構成されたＤＬシンボル３１５は、擬
似リアルタイムであらかじめ定義され、シグナリングされ、決定されるか、または周期的
に決定され得る。場合によっては、事前構成されたＤＬシンボル３１５は、単一のＵＥ１
１５のために明示的に構成され得る。場合によっては、基地局１０５は、ＵＥ１１５のた
めのいくつかのウェイクアップ期間（wake-up period）（たとえば、オン持続時間）中に
少なくとも１つの事前構成されたＤＬシンボル３１５を与え得る。
【００４７】
　[0054]図４Ａ、図４Ｂ、および図４Ｃに、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いる
ＤＲＸ手順をサポートするシステムのためのタイミング図４０１、４０２、および４０３
の例を示す。たとえば、図１および図２のワイヤレス通信システム１００および２００は
、タイミング図４０１、４０２、および４０３による通信をサポートし得る。タイミング
図４０１、４０２、および４０３に、ＤＲＸオン持続時間中にＵＬ送信のための時間が利
用可能になることになるのかどうかを決定するために、ｅＣＣ　ＤＲＸ構成を用いるＵＥ
１１５が、ＤＬバーストがいつ終了することになるのか（または、代替的に、ＵＬバース
トがいつ開始することになるのか）を知ることを可能にし得る代替形態を示す。タイミン
グ図は、図３のシンボル３０５の特徴を含み得るシンボル４０５と、図３のオン持続時間
シンボル３１０の特徴を含み得るオン持続時間シンボル４１０と、図３のＵＬシンボル３
２０の特徴を含み得るＵＬシンボル４２０と、図３のＤＬシンボル３２５の特徴を含み得
るＤＬシンボル４２５とを含み得る。



(14) JP 6732775 B2 2020.7.29

10

20

30

40

50

【００４８】
　[0055]時々、ＵＥは、ＤＬシンボル４２５の進行中のバーストの真っ最中に（in the m
iddle of）ウェイクアップし得る。これは、ＤＬバースト４２５がいつ終了することにな
るのかをＵＥが知るのを妨げ得る。たとえば、ＤＬバースト４２５の持続時間は、ＤＬバ
ースト４２５の開始にシグナリングされ得る。さらに、ＵＥは、後続のＵＬバースト４２
０がいつ開始するのかを知ることができず、これは、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）ま
たはハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）送信を送信する能力を妨げ得る。
【００４９】
　[0056]ＨＡＲＱは、データがワイヤレス通信リンクを介して正確に受信されることを保
証する方法であり得る。ＨＡＲＱは、（たとえば、巡回冗長検査（ＣＲＣ）を使用する）
誤り検出、前方誤り訂正（ＦＥＣ）、および再送信（たとえば、ハイブリッド自動再送要
求（ＨＡＲＱ））の組合せを含み得る。ＨＡＲＱは、劣悪な無線状態（たとえば、信号対
雑音状態）での媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤにおけるスループットを改善し得る。
インクリメンタル冗長ＨＡＲＱでは、不正確に受信されたデータは、データを正常に復号
することの全体的尤度を改善するために、バッファに記憶され、後続の送信と組み合わさ
れ得る。場合によっては、冗長ビットが送信より前に各メッセージに追加される。これは
、劣悪な状態において特に有用であり得る。他の場合には、冗長ビットは、各送信に追加
されないが、元のメッセージの送信機が、情報を復号する試みの失敗を示す否定応答（Ｎ
ＡＣＫ）を受信した後に再送信される。ＵＥ１１５が進行中のバーストの真っ最中にウェ
イクアップする場合、ＵＥ１１５は、それがＵＣＩまたはＨＡＲＱに関係するＵＬ送信を
いつ送るのかを知ることができない。たとえば、ＵＥは、バーストの開始または終了に基
づいてなど、ＡＣＫリソースの位置を特定し、それの送信または受信のためにウェイクア
ップし得る。さらに、場合によっては、ＵＥ１１５が、ＵＬ　ＡＣＫを報告する場合、Ｕ
Ｅ１１５は、ＤＲＸスリープ状態に戻り得、そうでない場合、ＵＥ１１５は、あり得る再
送信許可のためのＨＡＲＱラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）の後にウェイクアップし得、
再送信タイマーの持続時間中に起き続け得る。
【００５０】
　[0057]図４Ａの例によれば、基地局１０５は、ＵＥ１１５がＤＲＸオン状態にあるとき
にバーストが終了または開始するようにバーストの持続時間を調整し得る。基地局１０５
は、ＵＥ１１５のステータスに基づいてバーストの持続時間を調整し得る。バーストの持
続時間を調整することによって、基地局１０５は、オン持続時間シンボル４１０がＤＬバ
ースト４２５（または、場合によっては、ＵＬバースト４２０）の開始または終了と重複
することを保証し、したがって、ＵＥ１１５が、ＤＬバースト４２５またはＵＬバースト
４２０に関係する制御情報を受信することが可能になり得る。たとえば、これにより、Ｕ
Ｅ１１５が、ＤＲＸオン持続時間４１０中にＰＤＣＣＨ送信を受信することが可能になり
得る。
【００５１】
　[0058]図４Ｂの例によれば、ＵＥ１１５は、ＤＲＸオン持続時間の間ウェイクアップし
、ＤＬバーストの終了が検出されるまで起きたままであり得る。たとえば、ＵＥ１１５は
、オン持続時間シンボル４１０－ａを使用するようにスケジュールされ得、これは、図４
Ａのオン持続時間シンボル４１０の特徴を含み得る。この期間中に、ＵＥ１１５は、ＤＲ
Ｘオン状態中にＰＤＣＣＨを監視し得、オン持続時間シンボル４１０－ａは、追加のオン
持続時間シンボル４３５に延長され得る。追加のオン持続時間シンボル４３５は、ＤＬバ
ースト４２５－ａなどのバーストの終了が検出されるまでオン持続時間を延長し得る。場
合によっては、ＵＥ１１５は、それのＤＲＸオン状態中にスケジュールされる場合、ＤＲ
Ｘスリープ状態に戻るために（たとえば、ＭＡＣ制御要素を介して）ＤＲＸコマンドを受
信し得る。場合によっては、追加のオン持続時間シンボル４３５は、図４ＡのＵＬバース
ト４２０の特徴を含み得るＵＬバースト４２０－ａなどの次のバースト期間の１つまたは
複数のシンボルと重複し得る。場合によっては、オン持続時間は、ＵＬバースト期間（た
とえば、ＵＬバースト４２０－ａ）と重複する前に停止し得る。場合によっては、ＵＥ１
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１５は、どのくらいの時間の間ＤＬバーストが持続することになるのかを示すＤＬ送信の
ためのＤＬバースト指示４３０を受信するためにチャネルを監視し得る。これにより、Ｕ
Ｅ１１５が、追加のオン持続時間シンボル４３５を追加することが可能になり得る。
【００５２】
　[0059]図４Ｃの例によれば、ＵＥ１１５は、（たとえば、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣ
Ｈを介して）バースト長指示を取得し、オン持続時間に追加の不連続ＴＴＩを追加し得る
。たとえば、ＤＬバースト指示４３０－ａは、基地局１０５によってＵＥ１１５に送信さ
れ得る。この指示は、専用シグナリングであり得るか、または専用物理（ＰＨＹ）ブロー
ドキャストチャネルを使用してグループＵＥ１１５にシグナリングされ得る。ＵＥ１１５
が、バーストスケジューリングを含有する制御チャネルを逃し（miss）た場合、この長さ
指示は、ＵＥ１１５にＤＬバースト期間の終了を示し得る。ＵＥ１１５は、次いで、元の
オン持続時間シンボル４１０－ｂの間ウェイクアップし、追加の期間の間再びウェイクア
ップし得る。場合によっては、ＵＥ１１５は、オン持続時間シンボル４１０－ｂ中に、Ｄ
Ｌバーストの真っ最中に、またはＵＥ１１５がＤＲＸオン状態にある（たとえば、起きて
いる）ときに、長さ指示を受信し得る。長さ指示は、ＵＥ１１５がＤＲＸオン状態にある
べき時間を決定するために使用され得る。
【００５３】
　[0060]たとえば、ＵＥ１１５は、追加のオン持続時間シンボル４３５－ａ中にウェイク
アップし得る。追加のオン持続時間シンボル４３５－ａは、（ＤＬバースト４２５－ｂな
どの）ＤＬバーストの終了または（ＵＬバースト４２０－ｂなどの）ＵＬバーストの開始
と重複し得る。長さ指示を受信し、ＤＬバースト４２５－ｂの終わりに単一のシンボルを
追加することによって、ＵＥ１１５は、たとえば、オン持続時間シンボル４１０と追加の
オン持続時間シンボル４３５との間の中間シンボル中にアクティブ状態のままであること
と比較して、追加のオン持続時間シンボル４３５－ａの数を低減し得る。
【００５４】
　[0061]図５Ａおよび図５Ｂに、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順
をサポートするシステムのためのタイミング図５０１および５０２の例を示す。たとえば
、図１および図２のワイヤレス通信システム１００および２００は、タイミング図５０１
および５０２による通信をサポートし得る。タイミング図５０１および５０２は、リッス
ンビフォアトーク（ＬＢＴ）動作を使用した共有または無認可スペクトルを介した通信の
ためのｅＣＣ　ＤＲＸ構成を表す。タイミング図５０１および５０２は、図４Ａ、図４Ｂ
および図４Ｃを参照しながら本明細書で説明したように、図４Ａ、図４Ｂおよび図４Ｃの
シンボル４０５の特徴を含み得るシンボル５０５と、オン持続時間シンボル４１０の特徴
を含み得るオン持続時間シンボル５１０と、ＵＬシンボル４２０の特徴を含み得るＵＬシ
ンボル５２０と、ＤＬシンボル４２５の特徴を含み得るＤＬシンボル５２５と、追加のオ
ン持続時間シンボル４３５の特徴を含み得る追加のオン持続時間シンボル５３５とを含み
得る。
【００５５】
　[0062]場合によっては、ＵＥ１１５または基地局１０５は、共有または無認可周波数ス
ペクトルで動作し得る。これらのデバイスは、チャネルが利用可能であるのかどうかを決
定するために通信する前にＣＣＡを実行し得る。ＣＣＡは、任意の他のアクティブ送信が
あるのかどうかを決定するためのエネルギー検出手順を含み得る。たとえば、デバイスは
、電力計の受信信号強度指示（ＲＳＳＩ）の変化がチャネルが占有されていることを示す
と推論し得る。詳細には、ある帯域幅中に集中し、所定の雑音フロア（noise floor）を
超える信号出力は、別のワイヤレス送信機の存在を示し得る。ＣＣＡはまた、チャネルの
使用を示す特徴を有する所定のシーケンスまたはランダムに選択されたシーケンスの検出
を含み得る。たとえば、別のデバイスは、データシーケンスを送信するより前に特定のプ
リアンブルを送信し得る。場合によっては、ＣＣＡは、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ
）構成の一部であり得る。
【００５６】
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　[0063]共有または無認可スペクトル動作中に、基地局１０５は、ＵＥ１１５をスケジュ
ールするためにＤＲＸオン状態中にチャネルをキャプチャすることができないことがある
。基地局１０５は、チャネルが利用可能であるのかどうかを決定するために、ＣＣＡまた
は拡張ＣＣＡ（ｅＣＣＡ）などのいくつかのＬＢＴ手順に従う必要があり得る。チャネル
が利用可能であるときにＵＥ１１５がＤＲＸオン状態にあることは好ましいことがあるが
、ＵＥ１１５は、それがウェイクアップしたときに基地局１０５がチャネルをいつ正常に
キャプチャしたのかを知ることができない。場合によっては、基地局１０５は、チャネル
がキャプチャされたのかどうかを決定するのに十分長くＵＥ１１５が起きたままであり得
るように、チャネル取得タイマーなどの追加のタイマーを構成し得る。チャネルがキャプ
チャされていない場合、ＵＥ１１５は、ＤＲＸスリープ状態に戻り得る。
【００５７】
　[0064]図５Ａの例によれば、基地局１０５は、複数のｅＣＣ　ＤＲＸタイマーなどの複
数のタイマーを構成し得る。たとえば、基地局１０５は、基地局１０５がチャネルをキャ
プチャしたのかどうかを検出するために使用され得る第１のタイマーを構成し得る。第２
のタイマーは、チャネルが利用可能である場合に十分に長いＤＲＸオン持続時間を保証す
るために使用され得る。場合によっては、ＵＥ１１５が、（たとえば、チャネル取得指示
を受信することによって）第１のタイマー中に基地局１０５がチャネルを取得したことを
検出する場合、第２のタイマーが開始され得る。タイミング図５０１のＵＬ／ＤＬシンボ
ルタイプ部分は、基地局１０５がチャネルを有しない非キャプチャチャネル期間（uncapt
ured channel period）５４０を含み得る。たとえば、非キャプチャチャネル期間５４０
は、サービング基地局１０５がＣＣＡまたはｅＣＣＡを失敗したシンボルまたはＣＣＡま
たはｅＣＣＡが成功した前のシンボルを含み得る。
【００５８】
　[0065]場合によっては、ＵＥ１１５は、オン持続時間シンボル５１０中にウェイクアッ
プを行い、第１のタイマーを開始する。たとえば、ＵＥ１１５は、非キャプチャチャネル
期間５４０中に起き得る。基地局１０５は、クリアチャネルを有し得、ＤＬバースト５２
５を送信し得る。ＵＥ１１５は、チャネル満了タイマーの満了の前にチャネルがクリアで
あることを検出し得、第２のタイマーが開始され得る。第１のタイマーと第２のタイマー
との組合せは、追加のオン持続時間シンボル５３５が第２のタイマーの持続時間に基づい
てオン持続時間シンボル５１０に追加されることを生じ得る。追加のオン持続時間シンボ
ル５３５は、ＵＥ１１５が、ＵＬバースト５２０またはＤＬバースト５２５などのバース
トの開始および／または終了を検出することを可能にし得る。ＵＥ１１５が、（オン持続
時間シンボル５１０に対応する）第１のタイマー中にクリアチャネルを検出しない場合、
ＵＥ１１５は、スリープに戻り得る。すなわち、第２のタイマーは開始され得ず、追加の
オン持続時間シンボル５３５は、オン持続時間シンボル５１０に追加され得ない。
【００５９】
　[0066]図５Ｂの例によれば、基地局１０５が、チャネルをキャプチャし、通信する準備
ができているときにＵＥ１１５を活動化するために明示的なＤＲＸオンコマンドが使用さ
れ得る。すなわち、チャネルがキャプチャされない期間（非キャプチャチャネル期間５４
０－ａ）中に、基地局１０５は、ＣＣＡを実行し、次いで、ＵＥ１１５にチャネルがキャ
プチャされたことを示し得る。いくつかの例では、このコマンドは、１次セル（ＰＣｅｌ
ｌ）を介して送信され得る。ＵＥ１１５は、ＤＲＸオンコマンドの受信に基づいて、ウェ
イクアップするか、またはオン持続時間シンボル５１０－ａを開始し得る。場合によって
は、ＤＲＸオンコマンドが使用されるとき、ｅＣＣ　ＤＲＸ動作は非同期であり得る。す
なわち、それはＤＲＸサイクルに基づかないことがある。たとえば、ＵＥ１１５は、コマ
ンドの受信がなければオン持続時間シンボル５１０－ａの間起き得ない。
【００６０】
　[0067]図６に、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートする
システムのためのタイミング図６００の一例を示す。たとえば、図１および図２のワイヤ
レス通信システム１００および２００は、タイミング図６００による通信をサポートし得
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る。タイミング図６００に、ＵＥ１１５がｅＣＣ　ＤＲＸ動作中にチャネル状態情報（Ｃ
ＳＩ）を送信し得るときの一例を示し得る。タイミング図６００は、図３～図５の対応す
るシンボルの特徴を含み得るシンボル６０５と、オン持続時間シンボル６１０と、ＵＬシ
ンボル６２０と、ＤＬシンボル６２５と、許可シンボル６３０とを含み得る。
【００６１】
　[0068]基地局１０５は、チャネルを効率的に構成および／またはスケジュールするため
にＵＥ１１５からチャネル状態情報を収集し得る。この情報は、チャネル状態報告の形態
でＵＥ１１５から送られ得る。チャネル状態報告は、（たとえば、ＵＥ１１５のアンテナ
ポートに基づいて）ＤＬ送信のために使用されるべきレイヤの数を要求するランクインジ
ケータ（ＲＩ：rank indicator）と、（レイヤの数に基づいて）どのプリコーダ行列を使
用すべきであるかの選好を示すプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ：precoding 
matrix indicator）と、使用され得る最高の変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を表
すチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）とを含有し得る。ＣＱＩは、セル固有基準信号（
ＣＲＳ）またはＣＳＩ基準信号などの所定のパイロットシンボルを受信した後にＵＥ１１
５によって計算され得る。ＲＩおよびＰＭＩは、ＵＥ１１５が空間多重化をサポートしな
い（または空間多重化をサポートするモードにない）場合に除外され得る。報告中に含ま
れる情報のタイプが報告タイプを決定する。チャネル状態報告は、周期的または非周期的
であり得る。すなわち、基地局１０５は、一定の間隔で定期報告を送るようにＵＥ１１５
を構成し得、必要に応じて追加の報告をも要求し得る。非周期報告は、セル帯域幅全体に
わたるチャネル品質を示す広帯域報告、好適なサブバンドのサブセットを示すＵＥ１１５
が選択した報告、または報告されるサブバンドが基地局１０５によって選択される構成さ
れた報告を含み得る。
【００６２】
　[0069]ＵＥ１１５は、それがＵＬバースト中に起きていないのであればＣＳＩを送信し
ないことがある。したがって、ＤＲＸを使用しているときにＣＳＩ送信を可能にするため
に、基地局１０５は、ＤＲＸオン状態中などＵＥ１１５が起きている間にＵＬバースト６
２０が発生するようにＤＲＸを構成し得る。たとえば、オン持続時間シンボル６１０がＵ
Ｌバースト６２０と重複していないかまたはそれを含有していないのであれば、ＣＳＩ送
信は抑制され得る。オン持続時間シンボル６１０が、ＵＬバースト６２０を完全に含有し
得るか、またはＵＬバースト６２０のサブセットと重複し得ることに留意されたい。場合
によっては、ＵＬシンボル６２０は、ＤＲＸタイマーを増分しない。すなわち、ＵＥ１１
５は、ＵＬシンボル６２０中にｅＣＣ　ＤＲＸタイマーを中断し、ＤＬシンボル６２５の
次のセットの第１のシンボル期間中にｅＣＣ　ＤＲＸタイマーを再開し得る。
【００６３】
　[0070]図７に、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートする
システムにおけるタイミング図７００の一例を示す。たとえば、図１および図２のワイヤ
レス通信システム１００および２００は、タイミング図７００による通信をサポートし得
る。タイミング図７００は、ＰＣｅｌｌへの干渉を緩和するための、ｅＣＣ　ＤＲＸ構成
を表し得る。タイミング図７００は、図３～図６を参照しながら本明細書で説明した特徴
を含み得るシンボル７０５とオン持続時間シンボル７１０とを含み得る。タイミング図７
００はまた、ＰＣｅｌｌスリープ期間７１５とＰＣｅｌｌオン持続時間７２０とを含み得
る。
【００６４】
　[0071]場合によっては、ｅＣＣとＰＣｅｌｌとで異なるＤＲＸ構成は、ＰＣｅｌｌとの
通信中に中断を生じ得る。ＰＣｅｌｌの中断は、ｅＣＣ　ＳＣｅｌｌ上でのオン期間から
オフ期間への（from on periods to off periods）またはその逆へのＤＲＸ遷移によって
生じ得る。これは、ＰＣｅｌｌ上でのデータシンボルの損失（たとえば、帯域間通信での
１つのＴＴＩの損失または帯域内通信での５つのＴＴＩの損失）を生じ得る。このように
して、ｅＣＣ上での頻繁なＤＲＸ遷移は、ＰＣｅｌｌ上で多数の中断を生じ得る。
【００６５】
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　[0072]ＰＣｅｌｌ中断を回避するために、ｅＣＣ　ＤＲＸサイクルは、ＰＣｅｌｌスリ
ープ期間７１５中にのみ適用され得、一方、ＰＣｅｌｌオン持続時間７２０などの他の期
間中に、ＵＥ１１５のＤＲＸサイクルは、ＰＣｅｌｌ　ＤＲＸ構成と協調され得る。追加
または代替として、ｅＣＣ対応ＵＥ１１５は、（たとえば、ＲＲＣメッセージングを介し
て）ＰＣｅｌｌ上でのシンボルレベルの中断のサポートを示し得る。場合によっては、数
個のシンボルによって生じる中断は、ＰＣｅｌｌ　ＴＴＩ全体を損なわないことがある。
したがって、ｅＣＣ　ＤＲＸをＰＣｅｌｌスリープ期間７１５に限定するのではなく、Ｐ
Ｃｅｌｌ送信は、中断されたシンボルの周りでレートマッチングされ得る。
【００６６】
　[0073]図８に、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順をサポートする
システム内のプロセスフロー８００の一例を示す。プロセスフロー８００は、図１～図２
を参照しながら本明細書で説明したＵＥ１１５および基地局１０５の例であり得るＵＥ１
１５－ｂと基地局１０５－ｃとの間の通信を含み得る。
【００６７】
　[0074]２０５において、ＵＥ１１５－ｂと基地局１０５－ｃとは、キャリアアグリゲー
ション（ＣＡ）構成を確立し得る。各デバイスは、第１のチャネル使用手順を用いる第１
のコンポーネントキャリアと、第２のチャネル使用手順を用いる第２のコンポーネントキ
ャリアとを含む構成を決定し得、第１のチャネル使用手順は、第２のチャネル使用手順と
は異なり得る。いくつかの例では、第１のチャネル使用手順は、第１のＴＴＩ長を使用し
て監視または送信することに基づき、第２のチャネル使用手順は、第１のＴＴＩ長とは異
なる第２のＴＴＩ長を使用して監視または送信することに基づく。第１のＴＴＩ長は、た
とえば、ＬＴＥサブフレームであり得、第２のＴＴＩ長は、ＬＴＥシンボル期間であり得
る。いくつかの例では、第２のコンポーネントキャリアは、共有または無認可スペクトル
中にある。いくつかの例では、第２のチャネル使用手順は、ＬＢＴ手順に少なくとも部分
的に基づき、第１のチャネル使用手順は、非ＬＢＴ手順に少なくとも部分的に基づく。い
くつかの例では、第１のコンポーネントキャリアは、ＰＣｅｌｌであり、第２のコンポー
ネントキャリアは、ｅＣＣ　ＳＣｅｌｌである。
【００６８】
　[0075]場合によっては、第２のチャネル使用手順は、ＣＣＡ手順に基づき得、第１のチ
ャネル使用手順は、ＣＣＡ手順に基づかないことがある。したがって、ＵＥ１１５－ｂは
、チャネルがチャネル取得タイマー中に基地局１０５－ｃによって取得されたかのどうか
を監視し、監視に基づいてＤＲＸ構成を管理し得る。場合によっては、ＵＥ１１５－ｂは
、ＤＲＸ開始メッセージを受信し、ＤＲＸ開始メッセージに少なくとも部分的に基づいて
第２の構成に従ってＤＲＸオン持続時間を開始し得る。ＤＲＸ開始メッセージは、第２の
キャリアのためのＣＣＡに少なくとも部分的に基づいて基地局１０５－ｃによって送信さ
れ得る。ＵＥ１１５－ｂは、第１のコンポーネントキャリア上で第２のキャリアのための
ＤＲＸコマンドメッセージを受信し、ＤＲＸコマンドメッセージに少なくとも部分的に基
づいて第２のコンポーネントキャリア上でＤＲＸオフ状態に遷移し得る。
【００６９】
　[0076]２１０において、ＵＥ１１５－ｂと基地局１０５－ｃとは、ＤＲＸ構成を確立し
得る。各デバイスは、第１のコンポーネントキャリアのための第１の構成と、第２のコン
ポーネントキャリアのための第２の構成とを含むＤＲＸ構成を決定し得る。場合によって
は、（たとえば、ＵＥ１１５－ｂと基地局１０５－ｃとが無認可スペクトルを使用して通
信している場合）第２の構成は、チャネル取得タイマーに基づく。したがって、基地局１
０５－ｃは、ＣＡ構成とＤＲＸ構成とでＵＥ１１５－ｂを構成し得る。いくつかの例では
、ＤＲＸ構成は、１つまたは複数のＤＲＸモードを含み、各モードは、第１の構成と第２
の構成との間の関係に対応し得る。ＤＲＸモードは、第１の構成が第２の構成から独立し
ていることを指定し得る。いくつかの例では、１つまたは複数のＤＲＸモードのうちのあ
るモードは、第１の構成の少なくとも１つのＤＲＸオン持続時間に関連する第２の構成の
ＤＲＸオン持続時間を含む。いくつかの例では、ＤＲＸモードは、第１の構成が、第１の
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構成のオフ持続時間中に第２の構成から独立していることと、第１の構成の各ＤＲＸオン
持続時間に関連する第２の構成のＤＲＸオン持続時間とを指定し得る。
【００７０】
　[0077]いくつかの例では、第１の構成は、１つのＤＲＸタイマーに基づき得、第２の構
成は、異なるＤＲＸタイマーに基づき得る。いくつかの例では、第２の構成は、第２の構
成の各オン持続時間に関連するＤＬ　ＴＴＩを含む。追加または代替として、第２の構成
の各オン持続時間に関連するＤＬ　ＴＴＩは、ＵＥ１１５に向けられるＤＬ制御情報で構
成され得る。場合によっては、第２のコンポーネントキャリアのＤＬバースト構成は、第
２の構成のオン持続時間中に発生する各ＤＬバーストのための最終ＤＬ　ＴＴＩを含む。
第２の構成の各オン持続時間は、第２のコンポーネントキャリアのＤＬバーストのための
最終ＤＬ　ＴＴＩを含むように延長され得る。いくつかの例では、第２の構成は、第１の
構成のオン持続時間のセットと同じ時間にわたるオン持続時間の第１のセットと、第１の
構成の少なくとも１つのオフ持続時間内のオン持続時間の第２のセットとを含む。
【００７１】
　[0078]２１５において、ＵＥ１１５－ｂは、ｅＣＣのためのＤＲＸ構成に基づいて無線
機（または無線構成要素）を非活動化し得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｂは、第２の構成
による第２のコンポーネントキャリア上での通信のための少なくとも１つの無線構成要素
を非活動化し得る。
【００７２】
　[0079]２２０において、ＵＥ１１５－ｂは、ｅＣＣのためのＤＲＸ構成に基づいて無線
機（または無線構成要素）を活動化し得る。ＵＥ１１５－ｂは、第２の構成に従ってオン
持続時間の間少なくとも１つの無線構成要素を活動化し得る。場合によっては、（たとえ
ば、ＵＥ１１５－ｂと基地局１０５－ｃとが無認可スペクトルを使用して通信している場
合）ＵＥ１１５－ｂは、第２のコンポーネントキャリアのためのＣＣＡに基づいて第１の
コンポーネントキャリア上で基地局１０５－ｃからＤＲＸ開始メッセージを受信し得る。
次いで、ＵＥ１１５－ｂは、ＤＲＸ開始メッセージに基づいて（すなわち、ｅＣＣのため
の）第２の構成に従ってＤＲＸオン持続時間を開始し得る。場合によっては、無線機の活
動化は、ＰＣｅｌｌ上での通信に干渉し得、基地局１０５－ｃは、第２の構成に関連する
オン持続時間に関連する第１のコンポーネントキャリアのシンボルレベルの中断に基づい
て第１のコンポーネントキャリア上でのデータ送信をレートマッチングし得る。
【００７３】
　[0080]ＵＥは、たとえば、チャネル取得タイマー中に第２のキャリア上の基準信号を監
視することによって、第１のキャリア中の明示的なＤＲＸ開始メッセージなしにＣＣＡを
検出し得る。ＵＥは、ＣＣＡ検出に基づいて第２の構成に従ってＤＲＸオン動作を開始し
得る。ＵＥは、第２のキャリアについて、基地局からＤＲＸコマンドメッセージを受信し
得る。ＤＲＸコマンドメッセージは、第１のキャリア上で送られ得る。ＵＥは、第１のキ
ャリア上でのＤＲＸ構成にかかわらず、ＤＲＸコマンドメッセージに基づいて第２のキャ
リア上でＤＲＸオフ状態に遷移し得る。
【００７４】
　[0081]２２５において、ＵＥ１１５－ｂは、ｅＣＣ　ＤＬバースト中に基地局１０５－
ｃから（ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨなどの）制御メッセージを受信し得る。したがっ
て、ＵＥ１１５－ｂは、オン持続時間中に第２のコンポーネントキャリア上で制御チャネ
ルメッセージを受信し得る。場合によっては、ＵＥ１１５－ｂは、オン持続時間中に基地
局１０５－ｃからＤＬバースト長の指示を受信し得る。いくつかの例では、ＵＥ１１５－
ｂは、第２の構成のオン持続時間の最終ＤＬ　ＴＴＩ中に、スケジュールされたＵＬバー
ストの指示を受信し得る。
【００７５】
　[0082]２３０において、ＵＥ１１５－ｂは、ｅＣＣ　ＤＬバースト中に制御メッセージ
中の許可に基づいて基地局１０５－ｃからデータを受信し得る。２３５において、ＵＥ１
１５－ｂは、後続のＵＬバースト中に基地局１０５－ｃにＵＬを送信し得る。場合によっ
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ては、ＵＥ１１５－ｂは、その指示に基づいて第２のコンポーネントキャリアに関連する
ＨＡＲＱプロセスのためのＡＣＫを送信し得る。いくつかの例では、第２の構成は、オン
持続時間内にＵＬバーストを含む。場合によっては、ＵＥ１１５－ｂは、ＵＬバーストの
ＴＴＩを使用してＣＳＩメッセージを送信し得る。２４０において、ＵＥ１１５－ｂは、
次のＤＲＸスリープ期間の間無線機（または無線構成要素）を非活動化し得る。
【００７６】
　[0083]次に、図９に、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のために
構成されたワイヤレスデバイス９００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス９００は
、図１～図８を参照しながら説明したＵＥ１１５または基地局１０５の態様の一例であり
得る。ワイヤレスデバイス９００は、受信機９０５、ｅＣＣ　ＤＲＸモジュール９１０、
または送信機９１５を含み得る。ワイヤレスデバイス９００はプロセッサをも含み得る。
これらの構成要素の各々は互いに通信していることがある。
【００７７】
　[0084]受信機９０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連す
る制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、およびｅＣＣを用いるＤＲＸ手
順に関係する情報など）などの情報を受信し得る。情報は、ｅＣＣ　ＤＲＸモジュール９
１０に、およびワイヤレスデバイス９００の他の構成要素に受け渡され得る。たとえば、
受信機９０５は、第２のコンポーネントキャリアのためのＣＣＡに基づいて第１のコンポ
ーネントキャリア上でＤＲＸ開始メッセージを受信し得る。いくつかの例では、受信機９
０５は、オン持続時間中に第２のコンポーネントキャリア上で制御チャネルメッセージを
受信し得る。場合によっては、受信機９０５は、オン持続時間中にＤＬバースト長の指示
を受信し得る。追加または代替として、受信機９０５は、第２の構成のオン持続時間の最
終ＤＬ　ＴＴＩ中に、スケジュールされたＵＬバーストの指示を受信し得る。
【００７８】
　[0085]ｅＣＣ　ＤＲＸモジュール９１０は、第１のチャネル使用手順を用いる第１のコ
ンポーネントキャリアと、第２のチャネル使用手順を用いる第２のコンポーネントキャリ
アとを含み得るＣＡ構成を決定し得る。第１のチャネル使用手順は、第２のチャネル使用
手順とは異なり得る。ｅＣＣ　ＤＲＸモジュール９１０はまた、第１のコンポーネントキ
ャリアのための第１の構成と、第２のコンポーネントキャリアのための第２の構成とを含
み得るＤＲＸ構成を決定し得る。
【００７９】
　[0086]送信機９１５は、ワイヤレスデバイス９００の他の構成要素から受信された信号
を送信し得る。いくつかの例では、送信機９１５は、トランシーバモジュール中で受信機
９０５とコロケートされ得る。送信機９１５は単一のアンテナを含み得るか、または送信
機９１５は複数のアンテナを含み得る。いくつかの例では、送信機９１５は、第２の構成
のオン持続時間中にＤＬバースト長の指示を送信し得る。
【００８０】
　[0087]図１０に、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のためのワイ
ヤレスデバイス１０００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス１０００は、図１～図
９を参照しながら説明したワイヤレスデバイス９００またはＵＥ１１５または基地局１０
５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス１０００は、受信機９０５－ａ、ｅＣＣ
　ＤＲＸモジュール９１０－ａ、または送信機９１５－ａを含み得る。ワイヤレスデバイ
ス１０００はまた、プロセッサを含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信してい
ることがある。ｅＣＣ　ＤＲＸモジュール９１０－ａはまた、ＣＡ構成モジュール１００
５とＤＲＸ構成モジュール１０１０とを含み得る。
【００８１】
　[0088]受信機９０５－ａは、ｅＣＣ　ＤＲＸモジュール９１０－ａに、およびワイヤレ
スデバイス１０００の他の構成要素に受け渡され得る情報を受信し得る。ｅＣＣ　ＤＲＸ
モジュール９１０－ａは、図９を参照しながら本明細書で説明した動作を実行し得る。送
信機９１５－ａは、ワイヤレスデバイス１０００の他の構成要素から受信された信号を送
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信し得る。
【００８２】
　[0089]ＣＡ構成モジュール１００５は、図２～図８を参照しながら本明細書で説明した
ように、第１のチャネル使用手順を用いる第１のコンポーネントキャリアと、第２のチャ
ネル使用手順を用いる第２のコンポーネントキャリアとを含むＣＡ構成を決定し得る。第
１のチャネル使用手順は、第２のチャネル使用手順とは異なり得る。ＣＡ構成モジュール
１００５はまた、ＣＡ構成とＤＲＸ構成とでワイヤレスデバイスを構成し得る。いくつか
の例では、第１のコンポーネントキャリアは、ＰＣｅｌｌであり得、第２のコンポーネン
トキャリアは、ｅＣＣ２次セル（ＳＣｅｌｌ）であり得る。
【００８３】
　[0090]ＤＲＸ構成モジュール１０１０は、図２～図８を参照しながら本明細書で説明し
たように、第１のコンポーネントキャリアのための第１の構成と、第２のコンポーネント
キャリアのための第２の構成とを含むＤＲＸ構成を決定し得る。いくつかの例では、ＤＲ
Ｘ構成は、１つまたは複数のＤＲＸモードを含み、したがって、各モードは、第１の構成
と第２の構成との間の関係に対応し得る。いくつかの例では、ＤＲＸモードは、第１の構
成が第２の構成から独立していることがあることを指定する。いくつかの例では、ＤＲＸ
モードは、第１の構成のＤＲＸオン持続時間に関連する第２の構成のＤＲＸオン持続時間
を含む。いくつかの例では、ＤＲＸモードは、第１の構成が、第１の構成のオフ持続時間
中に第２の構成から独立していることと、第１の構成の各ＤＲＸオン持続時間に関連する
第２の構成のＤＲＸオン持続時間とを指定し得る。
【００８４】
　[0091]本明細書で説明する第１の構成は、１つのＤＲＸタイマーに基づき得、第２の構
成は、異なるＤＲＸタイマーに基づき得る。いくつかの例では、第２の構成は、第２の構
成の各オン持続時間に関連するＤＬ　ＴＴＩを含む。いくつかの例では、第２の構成の各
オン持続時間に関連するＤＬ　ＴＴＩは、ＵＥ１１５に向けられるＤＬ制御情報で構成さ
れ得る。場合によっては、第２のコンポーネントキャリアのＤＬバースト構成は、第２の
構成のオン持続時間中に発生する各ＤＬバーストのための最終ＤＬ　ＴＴＩを含み得る。
第２の構成の各オン持続時間は、第２のコンポーネントキャリアのＤＬバーストのための
最終ＤＬ　ＴＴＩを含むように延長され得る。いくつかの例では、第２の構成は、オン持
続時間内にＵＬバーストを含む。第２の構成は、第１の構成のオン持続時間のセットと同
じ時間にわたるオン持続時間の第１のセットと、第１の構成の少なくとも１つのオフ持続
時間内のオン持続時間の第２のセットとを含み得る。
【００８５】
　[0092]図１１に、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のためのワイ
ヤレスデバイス９００またはワイヤレスデバイス１０００の構成要素であり得るｅＣＣ　
ＤＲＸモジュール９１０－ｂのブロック図１１００を示す。ｅＣＣ　ＤＲＸモジュール９
１０－ｂは、図９～図１０を参照しながら説明したｅＣＣ　ＤＲＸモジュール９１０の態
様の一例であり得る。ｅＣＣ　ＤＲＸモジュール９１０－ｂは、ＣＡ構成モジュール１０
０５－ａと、ＤＲＸ構成モジュール１０１０－ａとを含み得る。これらのモジュールの各
々は、図１０を参照しながら本明細書で説明した機能を実行し得る。ｅＣＣ　ＤＲＸモジ
ュール９１０－ｂはまた、ＴＴＩ長マネージャ１１０５と、ＣＣＡモジュール１１１０と
、ＤＲＸウェイクモジュール（DRX wake module）１１１５と、ＤＲＸスリープモジュー
ル１１２０と、ＨＡＲＱモジュール１１２５と、レートマッチングモジュール１１３０と
を含み得る。
【００８６】
　[0093]ＴＴＩ長マネージャ１１０５は、図２～図８を参照しながら本明細書で説明した
ように、第１の送信ＴＴＩ長を使用して監視または送信することに基づいて第１のチャネ
ル使用手順を決定し、第１のＴＴＩ長とは異なる第２のＴＴＩ長を使用して監視または送
信することに基づいて第２のチャネル使用手順を決定するように構成するか、そうするよ
うに構成され得る。いくつかの例では、第１のＴＴＩ長は、ＬＴＥサブフレームであり得
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、第２のＴＴＩ長は、ＬＴＥシンボル期間であり得る。
【００８７】
　[0094]ＣＣＡモジュール１１１０は、図２～図８を参照しながら本明細書で説明したよ
うに、ＣＣＡ手順に基づいて第２のチャネル使用手順を決定し、ＣＣＡ手順に基づかずに
第１のチャネル使用手順を決定するように構成するか、またはそうするように構成され得
る。いくつかの例では、第２のコンポーネントキャリアは、共有または無認可スペクトル
中にあり得る。いくつかの例では、第２の構成は、チャネル取得タイマーに基づき得る。
ＤＲＸウェイクモジュール１１１５は、図２～図８を参照しながら本明細書で説明したよ
うに、ＤＲＸ開始メッセージに基づいて第２の構成に従ってＤＲＸオン持続時間を開始し
得る。ＤＲＸウェイクモジュール１１１５はまた、第２の構成に従ってオン持続時間の間
少なくとも１つの無線構成要素を活動化し得る。
【００８８】
　[0095]ＤＲＸスリープモジュール１１２０は、図２～図８を参照しながら本明細書で説
明したように、第２の構成に従って第２のコンポーネントキャリア上での通信のための少
なくとも１つの無線構成要素を非活動化し得る。ＨＡＲＱモジュール１１２５は、図２～
図８を参照しながら本明細書で説明したように、指示に基づいて第２のコンポーネントキ
ャリアに関連するＨＡＲＱプロセスのためのＡＣＫを送信し得る。レートマッチングモジ
ュール１１３０は、図２～図８を参照しながら本明細書で説明したように、第２の構成に
関連するオン持続時間に関連する第１のコンポーネントキャリアのシンボルレベルの中断
に基づいて第１のコンポーネントキャリア上でのデータ送信をレートマッチングし得る。
【００８９】
　[0096]図１２に、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のために構成
されたＵＥ１１５を含むシステム１２００の図を示す。システム１２００は、図１、図２
、および図９～図１１を参照しながら本明細書で説明したワイヤレスデバイス９００、ワ
イヤレスデバイス１０００、またはＵＥ１１５の一例であり得るＵＥ１１５－ｃを含み得
る。ＵＥ１１５－ｃは、図９～図１１を参照しながら説明したｅＣＣ　ＤＲＸモジュール
９１０の一例であり得るｅＣＣ　ＤＲＸモジュール１２１０を含み得る。ＵＥ１１５－ｃ
はＣＳＩモジュール１２２５をも含み得る。ＵＥ１１５－ｃは、通信を送信するための構
成要素と通信を受信するための構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための
構成要素をも含み得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｃは、キャリアアグリゲーション構成の
異なるコンポーネントキャリアをサポートし得る基地局１０５－ｄまたは基地局１０５－
ｅと双方向に通信し得る。ＣＳＩモジュール１２２５は、図２～図８を参照しながら本明
細書で説明したように、ＵＬバーストのＴＴＩを使用してＣＳＩメッセージを送信し得る
。
【００９０】
　[0097]ＵＥ１１５－ｃはまた、プロセッサ１２０５と、（ソフトウェア（ＳＷ）１２２
０を含む）メモリ１２１５と、トランシーバ１２３５と、１つまたは複数のアンテナ１２
４０とを含み得、それらの各々は、（たとえば、バス１２４５を介して）互いと直接また
は間接的に通信し得る。トランシーバ１２３５は、上記で説明したように、１つまたは複
数のアンテナ１２４０あるいはワイヤードリンクまたはワイヤレスリンクを介して、１つ
または複数のネットワークと双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ１２３５は、
基地局１０５または別のＵＥ１１５と双方向に通信し得る。トランシーバ１２３５は、パ
ケットを変調し、変調されたパケットを送信のために１つまたは複数のアンテナ１２４０
に与え、１つまたは複数のアンテナ１２４０から受信されたパケットを復調するためのモ
デムを含み得る。ＵＥ１１５－ｃは単一のアンテナ１２４０を含み得るが、ＵＥ１１５－
ｃはまた、複数のワイヤレス送信を同時に送信または受信することが可能な複数のアンテ
ナ１２４０を有し得る。
【００９１】
　[0098]メモリ１２１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取り専用メモリ
（ＲＯＭ）を含み得る。メモリ１２１５は、実行されたとき、プロセッサ１２０５に本明
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細書で説明される様々な機能（たとえば、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順など）を実行させる
命令を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコー
ド１２２０を記憶し得る。代替的に、ソフトウェア／ファームウェアコード１２２０は、
プロセッサ１２０５によって直接的に実行可能でないことがあるが、（たとえば、コンパ
イルされ実行されたとき）コンピュータに本明細書で説明する機能を実行させ得る。プロ
セッサ１２０５は、インテリジェントハードウェアデバイス（たとえば、中央処理ユニッ
ト（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなど）を含み得る。
【００９２】
　[0099]図１３に、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のために構成
された基地局１０５を含むシステム１３００の図を示す。システム１３００は、図１、図
２、および図１０～図１２を参照しながら本明細書で説明したワイヤレスデバイス９００
、ワイヤレスデバイス１０００、または基地局１０５の一例であり得る基地局１０５－ｆ
を含み得る。基地局１０５－ｆは、図１０～図１２を参照しながら説明した基地局ｅＣＣ
　ＤＲＸモジュール１３１０の一例であり得る基地局ｅＣＣ　ＤＲＸモジュール１３１０
を含み得る。基地局１０５－ｆは、通信を送信するための構成要素と通信を受信するため
の構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素をも含み得る。たと
えば、基地局１０５－ｆは、ＵＥ１１５－ｄまたはＵＥ１１５－ｅと双方向に通信し得る
。
【００９３】
　[0100]場合によっては、基地局１０５－ｆは、１つまたは複数のワイヤードバックホー
ルリンクを有し得る。基地局１０５－ｆは、コアネットワーク１３０へのワイヤードバッ
クホールリンク（たとえば、Ｓ１インターフェースなど）を有し得る。基地局１０５－ｆ
はまた、基地局間バックホールリンク（たとえば、Ｘ２インターフェース）を介して、基
地局１０５－ｇおよび基地局１０５－ｈなど、他の基地局１０５と通信し得る。基地局１
０５の各々は、同じまたは異なるワイヤレス通信技術を使用してＵＥ１１５と通信し得る
。場合によっては、基地局１０５－ｆは、基地局通信モジュール１３２５を利用して１０
５－ｇまたは１０５－ｈなどの他の基地局と通信し得る。いくつかの例では、基地局通信
モジュール１３２５は、基地局１０５のうちのいくつかの間の通信を行うために、ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内のＸ２インターフェースを与え得る。い
くつかの例では、基地局１０５－ｆは、コアネットワーク１３０を通して他の基地局と通
信し得る。場合によっては、基地局１０５－ｆは、ネットワーク通信モジュール１３３０
を介してコアネットワーク１３０と通信し得る。
【００９４】
　[0101]基地局１０５－ｆは、プロセッサ１３０５と、（ソフトウェア（ＳＷ）１３２０
を含む）メモリ１３１５と、トランシーバ１３３５と、１つまたは複数のアンテナ１３４
０とを含み得、それらの各々は、（たとえば、バスシステム１３４５を介して）直接的ま
たは間接的に、互いに通信していることがある。トランシーバ１３３５は、１つまたは複
数のアンテナ１３４０を介して、マルチモードデバイスであり得るＵＥ１１５と双方向に
通信するように構成され得る。トランシーバ１３３５（または基地局１０５－ｆの他の構
成要素）はまた、アンテナ１３４０を介して、１つまたは複数の他の基地局（図示せず）
と双方向に通信するように構成され得る。トランシーバ１３３５は、パケットを変調し、
変調されたパケットを送信のためにアンテナ１３４０に与え、アンテナ１３４０から受信
されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局１０５－ｆは、各
々が１つまたは複数の関連するアンテナ１３４０を有する複数のトランシーバ１３３５を
含み得る。トランシーバは、図９の組み合わされた受信機９０５および送信機９１５の一
例であり得る。
【００９５】
　[0102]メモリ１３１５はＲＡＭおよびＲＯＭを含み得る。メモリ１３１５は、実行され
たとき、プロセッサ１３０５に本明細書で説明される様々な機能（たとえば、ｅＣＣを用
いるＤＲＸ手順、カバレージ拡張技法を選択すること、呼処理、データベース管理、メッ
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セージルーティングなど）を実行させるように構成された命令を含有するコンピュータ可
読、コンピュータ実行可能ソフトウェアコード１３２０をも記憶し得る。代替的に、ソフ
トウェア１３２０は、プロセッサ１３０５によって直接的に実行可能でないことがあるが
、（たとえば、コンパイルされ実行されたとき）コンピュータに本明細書で説明する機能
を実行させるように構成され得る。プロセッサ１３０５は、インテリジェントハードウェ
アデバイス（たとえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなど）を含み得る。プ
ロセッサ１３０５は、エンコーダ、キュー処理モジュール、ベースバンドプロセッサ、無
線ヘッドコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）など、様々な専用プロセッサ
を含み得る。
【００９６】
　[0103]基地局通信モジュール１３２５は他の基地局１０５との通信を管理し得る。基地
局通信モジュール１３２５は、他の基地局１０５と協働してＵＥ１１５との通信を制御す
るためのコントローラまたはスケジューラを含み得る。たとえば、基地局通信モジュール
１３２５は、ビームフォーミングまたはジョイント送信などの様々な干渉緩和技法のため
のＵＥ１１５への送信のためのスケジューリングを協調させ得る。
【００９７】
　[0104]ワイヤレスデバイス９００、ワイヤレスデバイス１０００、ｅＣＣ　ＤＲＸモジ
ュール９１０、システム１２００およびシステム１３００の構成要素は、適用可能な機能
の一部またはすべてをハードウェアで実行するように適応された少なくとも１つのＡＳＩ
Ｃを用いて、個々にまたは集合的に実装され得る。代替的に、それらの機能は、少なくと
も１つのＩＣ上で、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実行され
得る。他の例では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る他のタイ
プの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、ま
たは別のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部
分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるように
フォーマットされた、メモリに組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００９８】
　[0105]図１４に、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のための方法
１４００を示す。方法１４００の動作は、図１～図１３を参照しながら説明したように、
ＵＥ１１５または基地局１０５またはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、
方法１４００の動作は、図９～図１２を参照しながら説明したように、ｅＣＣ　ＤＲＸモ
ジュール９１０によって実行され得る。いくつかの例では、デバイスは、以下で説明され
る機能を実行するようにデバイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得
る。追加または代替として、デバイスは、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する
機能態様を実行し得る。
【００９９】
　[0106]ブロック１４０５において、デバイスは、図２～図８を参照しながら本明細書で
説明したように、第１のチャネル使用手順を用いる第１のコンポーネントキャリアと、第
２のチャネル使用手順を用いる第２のコンポーネントキャリアとを含むＣＡ構成を決定し
得、第１のチャネル使用手順は、第２のチャネル使用手順とは異なり得る。いくつかの例
では、ブロック１４０５の動作は、図１０を参照しながら本明細書で説明したように、Ｃ
Ａ構成モジュール１００５によって実行され得る。
【０１００】
　[0107]ブロック１４１０において、デバイスは、図２～図８を参照しながら本明細書で
説明したように、第１のコンポーネントキャリアのための第１の構成と、第２のコンポー
ネントキャリアのための第２の構成とを含むＤＲＸ構成を決定し得る。いくつかの例では
、ブロック１４１０の動作は、図１０を参照しながら本明細書で説明したように、ＤＲＸ
構成モジュール１０１０によって実行され得る。
【０１０１】
　[0108]図１５に、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のための方法
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１５００を示す。方法１５００の動作は、図１～図１３を参照しながら説明したように、
ＵＥ１１５または基地局１０５またはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、
方法１５００の動作は、図９～図１２を参照しながら説明したように、ｅＣＣ　ＤＲＸモ
ジュール９１０によって実行され得る。いくつかの例では、デバイスは、以下で説明され
る機能を実行するようにデバイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得
る。追加または代替として、デバイスは、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する
機能態様を実行し得る。方法１５００はまた、図１４の方法１４００の態様を組み込み得
る。
【０１０２】
　[0109]ブロック１５０５において、デバイスは、図２～図８を参照しながら本明細書で
説明したように、第１のチャネル使用手順を用いる第１のコンポーネントキャリアと、第
２のチャネル使用手順を用いる第２のコンポーネントキャリアとを含むＣＡ構成を決定し
得、第１のチャネル使用手順は、第２のチャネル使用手順とは異なり得る。場合によって
は、第２のコンポーネントキャリアは、共有または無認可スペクトル中にある。いくつか
の例では、ブロック１５０５の動作は、図１０を参照しながら本明細書で説明したように
、ＣＡ構成モジュール１００５によって実行され得る。
【０１０３】
　[0110]ブロック１５１０において、デバイスは、図２～図８を参照しながら本明細書で
説明したように、第１のコンポーネントキャリアのための第１の構成と、第２のコンポー
ネントキャリアのための第２の構成とを含むＤＲＸ構成を決定し得る。いくつかの例では
、ブロック１５１０の動作は、図１０を参照しながら本明細書で説明したように、ＤＲＸ
構成モジュール１０１０によって実行され得る。ブロック１５１５において、デバイスは
、図２～図８を参照しながら本明細書で説明したように、第２のコンポーネントキャリア
のためのＣＣＡに基づいて第１のコンポーネントキャリア上でＤＲＸ開始メッセージを受
信し得る。いくつかの例では、ブロック１５１５の動作は、図９を参照しながら本明細書
で説明したように、受信機９０５よって実行され得る。ブロック１５２０において、デバ
イスは、図２～図８を参照しながら本明細書で説明したように、ＤＲＸ開始メッセージに
基づいて第２の構成に従ってＤＲＸオン持続時間を開始し得る。いくつかの例では、ブロ
ック１５２０の動作は、図１１を参照しながら本明細書で説明したように、ＤＲＸウェイ
クモジュール１１１５によって実行され得る。
【０１０４】
　[0111]図１６に、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のための方法
１６００を示す。方法１６００の動作は、図１～図１３を参照しながら説明したように、
ＵＥ１１５または基地局１０５またはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、
方法１６００の動作は、図９～図１２を参照しながら説明したように、ｅＣＣ　ＤＲＸモ
ジュール９１０によって実行され得る。いくつかの例では、デバイスは、以下で説明され
る機能を実行するようにデバイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得
る。追加または代替として、デバイスは、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する
機能態様を実行し得る。方法１６００はまた、図１４～図１５の方法１４００、および１
５００の態様を組み込み得る。
【０１０５】
　[0112]ブロック１６０５において、デバイスは、図２～図８を参照しながら本明細書で
説明したように、第１のチャネル使用手順を用いる第１のコンポーネントキャリアと、第
２のチャネル使用手順を用いる第２のコンポーネントキャリアとを含むＣＡ構成を決定し
得、第１のチャネル使用手順は、第２のチャネル使用手順とは異なり得る。いくつかの例
では、ブロック１６０５の動作は、図１０を参照しながら本明細書で説明したように、Ｃ
Ａ構成モジュール１００５によって実行され得る。ブロック１６１０において、デバイス
は、図２～図８を参照しながら本明細書で説明したように、第１のコンポーネントキャリ
アのための第１の構成と、第２のコンポーネントキャリアのための第２の構成とを含むＤ
ＲＸ構成を決定し得る。いくつかの例では、ブロック１６１０の動作は、図１０を参照し
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ながら本明細書で説明したように、ＤＲＸ構成モジュール１０１０によって実行され得る
。
【０１０６】
　[0113]ブロック１６１５において、デバイスは、図２～図８を参照しながら本明細書で
説明したように、第２の構成に従って第２のコンポーネントキャリア上での通信のための
少なくとも１つの無線構成要素を非活動化し得る。いくつかの例では、ブロック１６１５
の動作は、図１１を参照しながら本明細書で説明したように、ＤＲＸスリープモジュール
１１２０によって実行され得る。ブロック１６２０において、デバイスは、図２～図８を
参照しながら本明細書で説明したように、第２の構成に従ってオン持続時間の間少なくと
も１つの無線構成要素を活動化し得る。いくつかの例では、ブロック１６２０の動作は、
図１１を参照しながら本明細書で説明したように、ＤＲＸウェイクモジュール１１１５に
よって実行され得る。ブロック１６２５において、デバイスは、図２～図８を参照しなが
ら本明細書で説明したように、オン持続時間中に第２のコンポーネントキャリア上で制御
チャネルメッセージを受信し得る。いくつかの例では、ブロック１６２５の動作は、図９
を参照しながら本明細書で説明したように、受信機９０５よって実行され得る。
【０１０７】
　[0114]図１７に、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のための方法
１７００を示す。方法１７００の動作は、図１～図１３を参照しながら説明したように、
基地局１０５またはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１７００の動
作は、図９～図１２を参照しながら説明したように、ｅＣＣ　ＤＲＸモジュール９１０に
よって実行され得る。いくつかの例では、基地局１０５は、以下で説明する機能を実行す
るように基地局１０５の機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加ま
たは代替として、基地局１０５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する機能態
様を実行し得る。方法１７００はまた、図１４～図１６の方法１４００、１５００、およ
び１６００の態様を組み込み得る。
【０１０８】
　[0115]ブロック１７０５において、基地局１０５は、図２～図８を参照しながら本明細
書で説明したように、第１のチャネル使用手順を用いる第１のコンポーネントキャリアと
、第２のチャネル使用手順を用いる第２のコンポーネントキャリアとを含むＣＡ構成を決
定し得、第１のチャネル使用手順は、第２のチャネル使用手順とは異なり得る。いくつか
の例では、ブロック１７０５の動作は、図１０を参照しながら本明細書で説明したように
、ＣＡ構成モジュール１００５によって実行され得る。ブロック１７１０において、基地
局１０５は、図２～図８を参照しながら本明細書で説明したように、第１のコンポーネン
トキャリアのための第１の構成と、第２のコンポーネントキャリアのための第２の構成と
を含むＤＲＸ構成を決定し得る。いくつかの例では、ブロック１７１０の動作は、図１０
を参照しながら本明細書で説明したように、ＤＲＸ構成モジュール１０１０によって実行
され得る。ブロック１７１５において、基地局１０５は、図２～図８を参照しながら本明
細書で説明したように、ＣＡ構成とＤＲＸ構成とでワイヤレスデバイスを構成し得る。い
くつかの例では、ブロック１７１５の動作は、図１０を参照しながら本明細書で説明した
ように、ＣＡ構成モジュール１００５によって実行され得る。
【０１０９】
　[0116]図１８に、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のための方法
１８００を示す。方法１８００の動作は、図１～図１３を参照しながら説明したように、
ＵＥ１１５または基地局１０５またはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、
方法１８００の動作は、図９～図１２を参照しながら説明したように、ｅＣＣ　ＤＲＸモ
ジュール９１０によって実行され得る。いくつかの例では、デバイスは、以下で説明され
る機能を実行するようにデバイスの機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得
る。追加または代替として、デバイスは、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する
機能態様を実行し得る。方法１８００はまた、図１４～図１７の方法１４００、１５００
、１６００、および１７００の態様を組み込み得る。
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【０１１０】
　[0117]ブロック１８０５において、デバイスは、図２～図８を参照しながら本明細書で
説明したように、第１のチャネル使用手順を用いる第１のコンポーネントキャリアと、第
２のチャネル使用手順を用いる第２のコンポーネントキャリアとを含むＣＡ構成を決定し
得、第１のチャネル使用手順は、第２のチャネル使用手順とは異なり得る。いくつかの例
では、ブロック１８０５の動作は、図１０を参照しながら本明細書で説明したように、Ｃ
Ａ構成モジュール１００５によって実行され得る。ブロック１８１０において、デバイス
は、図２～図８を参照しながら本明細書で説明したように、第１のコンポーネントキャリ
アのための第１の構成と、第２のコンポーネントキャリアのための第２の構成とを含むＤ
ＲＸ構成を決定し得る。場合によっては、第２の構成の各オン持続時間は、第２のコンポ
ーネントキャリアのＤＬバーストのための最終ＤＬ　ＴＴＩを含むように延長される。い
くつかの例では、ブロック１８１０の動作は、図１０を参照しながら本明細書で説明した
ように、ＤＲＸ構成モジュール１０１０によって実行され得る。
【０１１１】
　[0118]ブロック１８１５において、デバイスは、図２～図８を参照しながら本明細書で
説明したように、第２の構成のオン持続時間の最終ＤＬ　ＴＴＩ中に、スケジュールされ
たＵＬバーストの指示を受信し得る。いくつかの例では、ブロック１８１５の動作は、図
９を参照しながら本明細書で説明したように、受信機９０５よって実行され得る。ブロッ
ク１８２０において、デバイスは、図２～図８を参照しながら本明細書で説明したように
、その指示に基づいて第２のコンポーネントキャリアに関連するＨＡＲＱプロセスのため
のＡＣＫを送信し得る。いくつかの例では、ブロック１８２０の動作は、図１１を参照し
ながら本明細書で説明したように、ＨＡＲＱモジュール１１２５によって実行され得る。
【０１１２】
　[0119]図１９に、本開示の様々な態様による、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順のための方法
１９００を示す。方法１９００の動作は、図１～図１３を参照しながら説明したように、
基地局１０５またはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、方法１９００の動
作は、図９～図１２を参照しながら説明したように、ｅＣＣ　ＤＲＸモジュール９１０に
よって実行され得る。いくつかの例では、基地局１０５は、以下で説明する機能を実行す
るように基地局１０５の機能要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加ま
たは代替として、基地局１０５は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する機能態
様を実行し得る。方法１９００はまた、図１４～図１８の方法１４００、１５００、１６
００、１７００、および１８００の態様を組み込み得る。
【０１１３】
　[0120]ブロック１９０５において、基地局１０５は、図２～図８を参照しながら本明細
書で説明したように、第１のチャネル使用手順を用いる第１のコンポーネントキャリアと
、第２のチャネル使用手順を用いる第２のコンポーネントキャリアとを含むＣＡ構成を決
定し得、第１のチャネル使用手順は、第２のチャネル使用手順とは異なり得る。いくつか
の例では、ブロック１９０５の動作は、図１０を参照しながら本明細書で説明したように
、ＣＡ構成モジュール１００５によって実行され得る。ブロック１９１０において、基地
局１０５は、図２～図８を参照しながら本明細書で説明したように、第１のコンポーネン
トキャリアのための第１の構成と、第２のコンポーネントキャリアのための第２の構成と
を含むＤＲＸ構成を決定し得る。いくつかの例では、ブロック１９１０の動作は、図１０
を参照しながら本明細書で説明したように、ＤＲＸ構成モジュール１０１０によって実行
され得る。ブロック１９１５において、基地局１０５は、図２～図８を参照しながら本明
細書で説明したように、第２の構成に関連するオン持続時間に関連する第１のコンポーネ
ントキャリアのシンボルレベルの中断に基づいて第１のコンポーネントキャリア上でのデ
ータ送信をレートマッチングし得る。いくつかの例では、ブロック１９１５の動作は、図
１１を参照しながら本明細書で説明したように、レートマッチングモジュール１１３０に
よって実行され得る。
【０１１４】
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　[0121]このようにして、方法１４００、１５００、１６００、１７００、１８００、お
よび１９００は、ｅＣＣを用いるＤＲＸ手順を提供し得る。方法１４００、１５００、１
６００、１７００、１８００、および１９００は可能な実装形態について説明しているこ
と、ならびに動作およびステップは、他の実装形態が可能であるように、並べ替えられる
かまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。いくつかの例では、方法１４
００、１５００、１６００、１７００、１８００、および１９００のうちの２つまたはそ
れ以上からの態様が組み合わされ得る。
【０１１５】
　[0122]本明細書の説明は例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適
用可能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明
される要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜、様々な手順
または構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば、説明する方法は、説明され
る順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加され、省略され、または組み
合わされ得る。また、いくつかの例に関して説明する特徴は、他の例では組み合わされ得
る。
【０１１６】
　[0123]本明細書で説明した技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）
、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムなど、
様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。「システム」および「ネットワー
ク」という用語はしばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００
、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）な
どの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、および
ＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、ＣＤＭ
Ａ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、
ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。
ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標）：Wideband CDMA）およびＣＤＭ
Ａの他の変形態を含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳ
Ｍ（登録商標））などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイ
ルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ
：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２
．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなど
の無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡはユニバーサルモバイル通信シス
テム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰ（登録商標）ロングタームエボリューション（
ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するユニバー
サルモバイル通信システム（ＵＭＴＳ）の新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲ
Ａ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ
）は、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partner
ship Project）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭ
Ｂは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称する団体からの
文書に記載されている。本明細書において記載される技法は、上述のシステムおよび無線
技術、ならびに他のシステムおよび無線技術に使用され得る。ただし、本明細書の説明で
は、例としてＬＴＥシステムについて説明し、上記の説明の大部分においてＬＴＥ用語が
使用されるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可能である。
【０１１７】
　[0124]本明細書で説明するそのようなネットワークを含むＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワ
ークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、基地局を表すために使用さ
れ得る。本明細書で説明するワイヤレス通信システムは、異なるタイプのｅＮＢが様々な
地理的領域に対してカバレージを与える異機種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークを含み得
る。たとえば、各ｅＮＢまたは基地局は、マクロセル、スモールセル、または他のタイプ
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のセルに対して通信カバレージを与え得る。「セル」という用語は、状況に応じて、基地
局、基地局に関連するキャリアもしくはコンポーネントキャリア、またはキャリアもしく
は基地局のカバレージエリア（たとえば、セクタなど）を記述するために使用され得る３
ＧＰＰ用語である。
【０１１８】
　[0125]基地局は、トランシーバ基地局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシ
ーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何
らかの他の適切な用語を含み得るか、またはそのように当業者によって呼ばれることがあ
る。基地局のための地理的カバレージエリアは、カバレージエリアの一部分のみを構成す
るセクタに分割され得る。本明細書で説明するワイヤレス通信システムは、異なるタイプ
の基地局（たとえば、マクロセル基地局またはスモールセル基地局）を含み得る。本明細
書で説明するＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、様
々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。異なる技
術のための重複する地理的カバレージエリアがあり得る。
【０１１９】
　[0126]マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメー
トル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限
アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、マクロセルと同じま
たは異なる（たとえば、認可、無認可などの）周波数帯域内で動作し得る、低電力基地局
である。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセル、フェムトセル、およびマイクロ
セルを含み得る。ピコセルは、たとえば、小さい地理的エリアをカバーし得、ネットワー
クプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。また
、フェムトセルは、小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセル
との関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber gr
oup）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスを与え得る
。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセルのため
のｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、またはホームｅＮＢと
呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの
）セル（たとえば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ
、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワ
ーク機器と通信することが可能であり得る。
【０１２０】
　[0127]本明細書で説明するワイヤレス通信システムは、同期動作または非同期動作をサ
ポートし得る。同期動作の場合、基地局は、同様のフレームタイミングを有し得、異なる
基地局からの送信は、時間的にほぼ整列され得る。非同期動作の場合、基地局は異なるフ
レームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信は時間的に整列されないことがある
。本明細書で説明される技法は、同期動作または非同期動作のいずれかのために使用され
得る。
【０１２１】
　[0128]本明細書で説明するＤＬ送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあり、アップ
リンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。たとえば、図１および図２のワイ
ヤレス通信システム１００および２００を含む本明細書で説明する各通信リンクは、１つ
または複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、複数のサブキャリア（たとえば
、異なる周波数の波形信号）から構成される信号であり得る。各変調された信号は、異な
るサブキャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オ
ーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。本明細書で説明する通信リンク（た
とえば、図１の通信リンク１２５）は、周波数分割複信（ＦＤＤ）動作を使用して（たと
えば、対スペクトルリソースを使用して）または時分割複信（ＴＤＤ）動作を使用して（
たとえば、不対スペクトルリソースを使用して）双方向通信を送信し得る。ＦＤＤ（たと
えば、フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤ（たとえば、フレーム構造タイプ２）のため
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のフレーム構造が定義され得る。
【０１２２】
　[0129]添付の図面に関して本明細書に記載の説明は、例示的な構成について説明してお
り、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入るすべての例を表すとは限らない。本明細
書で使用される「例示的」という用語は、「例、事例、または例示の働きをすること」を
意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味しない。詳細な説明は、説明
した技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法は、これらの
具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、説明した例の概念を不明瞭にす
ることを回避するために、よく知られている構造およびデバイスがブロック図の形式で示
される。
【０１２３】
　[0130]添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに
、同じタイプの様々なコンポーネントが、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様のコンポ
ーネントを区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベ
ルのみが本明細書において使用される場合、説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同
じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【０１２４】
　[0131]本明細書で説明する情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを
使用して表され得る。たとえば、上記の説明全体にわたって参照され得るデータ、命令、
コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場
もしくは磁気粒子、光場もしくは光粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得
る。
【０１２５】
　[0132]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよびモジュールは、
汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプログラマブル論理デバイス、
個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、あるいは本明細書で説
明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装または実行さ
れ得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは
、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であ
り得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ（たとえば、ＤＳＰと
マイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つ
もしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成）として実装され
得る。
【０１２６】
　[0133]本明細書で説明する機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサに
よって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令または
コードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を
介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲の範
囲および趣旨内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、
プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワ
イヤリング、またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能を実
装する特徴はまた、異なる物理的位置において機能の部分が実装されるように分散される
ことを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。特許請求の範囲を含めて、本明細書
で使用される場合、「および／または」という用語は、２つ以上の項目の列挙中で使用さ
れるとき、列挙された項目のうちのいずれか１つが単独で用いられ得ること、または列挙
された項目のうちの２つ以上の任意の組合せが用いられ得ることを意味する。たとえば、
組成が構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを含有するものとして説明される場合、その組
成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、ま
たはＡとＢとＣの組合せを含有することがある。また、特許請求の範囲を含めて、本明細
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書で使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「の
うちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」は、た
とえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたはＣま
たはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味す
るような選言的列挙を示す。
【０１２７】
　[0134]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体と、非一時的コンピュータ記憶媒体との両方
を含む。非一時的記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任
意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可読媒体
は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（
登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、
磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、または命令もしくはデー
タ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送もしくは記憶するために使用され得、
汎用もしくは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ
得る任意の他の非一時的媒体を備えることができる。さらに、いかなる接続もコンピュー
タ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイス
トペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワ
イヤレス技術を使用して、ソフトウェアがウェブサイト、サーバまたは他のリモートソー
スから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、
または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる
。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーデ
ィスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（
ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標
）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生
し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せも、コン
ピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１２８】
　[0135]本明細書の説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるように与
えられたものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細書
で定義された一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得
る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきでなく、
本明細書で開示される原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきで
ある。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　第１のチャネル使用手順を用いる第１のコンポーネントキャリアと、第２のチャネル使
用手順を用いる第２のコンポーネントキャリアとを備えるキャリアアグリゲーション（Ｃ
Ａ）構成を決定することと、ここにおいて、前記第１のチャネル使用手順が、前記第２の
チャネル使用手順とは異なる、
　前記第１のコンポーネントキャリアのための第１の構成と、前記第２のコンポーネント
キャリアのための第２の構成とを備える間欠受信（ＤＲＸ）構成を決定することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記第１のチャネル使用手順が、第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）長を使用して監視また
は送信することに少なくとも部分的に基づき、前記第２のチャネル使用手順が、前記第１
のＴＴＩ長とは異なる第２のＴＴＩ長を使用して監視または送信することに少なくとも部
分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
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　前記第１のＴＴＩ長が、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）サブフレームであり
、前記第２のＴＴＩ長が、ＬＴＥシンボル期間である、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記第２のコンポーネントキャリアが、共有または無認可スペクトル中にある、ここに
おいて、前記第２のチャネル使用手順が、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）手順に少な
くとも部分的に基づき、前記第１のチャネル使用手順が、非ＬＢＴ手順に少なくとも部分
的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第２の構成が、チャネル取得タイマーに少なくとも部分的に基づく、Ｃ４に記載の
方法。
［Ｃ６］
　チャネルがチャネル取得タイマー中に基地局によって取得されたのかどうかをユーザ機
器（ＵＥ）によって監視すること、ここにおいて、前記第２の構成が、前記チャネル取得
タイマーに少なくとも部分的に基づく、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記監視することに基づいて前記ＵＥによって前記ＤＲＸ構成を管理することをさらに
備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　ＤＲＸ開始メッセージを受信することと、
　前記ＤＲＸ開始メッセージに少なくとも部分的に基づいて前記第２の構成に従ってＤＲ
Ｘオン持続時間を開始することと
　をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記第２のコンポーネントキャリアのためのＤ
ＲＸコマンドメッセージを受信することと、
　前記ＤＲＸコマンドメッセージに少なくとも部分的に基づいて前記第２のコンポーネン
トキャリア上でＤＲＸオフ状態に遷移することと
　をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第２の構成に従って第１の時間期間の間前記第２のコンポーネントキャリア上での
通信のために少なくとも１つの無線構成要素を非活動化することと、
　前記第１の時間期間が経過した後にオン持続時間の間前記少なくとも１つの無線構成要
素を活動化することと、
　前記オン持続時間中に前記第２のコンポーネントキャリア上で制御チャネルメッセージ
を受信することと、ここにおいて、前記制御チャネルメッセージが、前記オン持続時間中
のバースト長を示す、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第２の構成のオン持続時間中にＤＬバースト長の指示を送信すること
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記ＤＲＸ構成が、１つまたは複数のＤＲＸモードを備える、ここにおいて、各モード
が、前記第１の構成と前記第２の構成との間の関係に対応する、Ｃ１に記載の方法。［Ｃ
１３］
　前記１つまたは複数のＤＲＸモードのうちのあるモードは、前記第１の構成が前記第２
の構成から独立していることを指定する、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記１つまたは複数のＤＲＸモードのうちのあるモードが、前記第１の構成の少なくと
も１つのＤＲＸオン持続時間に関連する前記第２の構成のＤＲＸオン持続時間を備える、



(33) JP 6732775 B2 2020.7.29

10

20

30

40

50

Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記１つまたは複数のＤＲＸモードのうちのあるモードは、前記第１の構成が、前記第
１の構成のオフ持続時間中に前記第２の構成から独立していることと、前記第１の構成の
各ＤＲＸオン持続時間に関連する前記第２の構成のＤＲＸオン持続時間とを指定する、Ｃ
１２に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記第２の構成が、前記第２の構成の各オン持続時間に関連するＤＬ　ＴＴＩを備える
、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記第２の構成の各オン持続時間に関連する前記ＤＬ　ＴＴＩが、ユーザ機器に向けら
れるＤＬ制御情報で構成された、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記第２のコンポーネントキャリアのＤＬバースト構成が、前記第２の構成のオン持続
時間中に発生する各ＤＬバーストのための最終ＤＬ　ＴＴＩを備える、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ１９］
　前記第２の構成の各オン持続時間が、前記第２のコンポーネントキャリアのＤＬバース
トのための最終ＤＬ　ＴＴＩを含むように延長された、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記第２の構成のオン持続時間の前記最終ＤＬ　ＴＴＩ中に、スケジュールされたアッ
プリンク（ＵＬ）バーストの指示を受信することと、
　前記指示に少なくとも部分的に基づいて前記第２のコンポーネントキャリアに関連する
ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスのための確認応答を送信することと
　をさらに備える、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記第２の構成が、オン持続時間内にＵＬバーストを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記ＵＬバーストのＴＴＩを使用してチャネル状態情報（ＣＳＩ）メッセージを送信す
ること
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記第２の構成が、前記第１の構成のオン持続時間のセットと同じ時間にわたるオン持
続時間の第１のセットと、前記第１の構成の少なくとも１つのオフ持続時間内のオン持続
時間の第２のセットとを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２４］
　前記第２の構成に関連するオン持続時間に関連する前記第１のコンポーネントキャリア
のシンボルレベルの中断に少なくとも部分的に基づいて前記第１のコンポーネントキャリ
ア上でのデータ送信をレートマッチングすること
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２５］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のチャネル使用手順を用いる第１のコンポーネントキャリアと、第２のチャネル使
用手順を用いる第２のコンポーネントキャリアとを備えるキャリアアグリゲーション（Ｃ
Ａ）構成を決定するための手段と、ここにおいて、前記第１のチャネル使用手順が、前記
第２のチャネル使用手順とは異なる、
　前記第１のコンポーネントキャリアのための第１の構成と、前記第２のコンポーネント
キャリアのための第２の構成とを備える間欠受信（ＤＲＸ）構成を決定するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ２６］
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　前記第１のチャネル使用手順が、第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）長を使用して監視また
は送信することに少なくとも部分的に基づき、前記第２のチャネル使用手順が、前記第１
のＴＴＩ長とは異なる第２のＴＴＩ長を使用して監視または送信することに少なくとも部
分的に基づく、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記第１のＴＴＩ長が、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）サブフレームであり
、前記第２のＴＴＩ長が、ＬＴＥシンボル期間である、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記第２のコンポーネントキャリアが、共有または無認可スペクトル中にある、ここに
おいて、前記第２のチャネル使用手順が、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）手順に少な
くとも部分的に基づき、前記第１のチャネル使用手順が、非ＬＢＴ手順に少なくとも部分
的に基づく、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記第２の構成が、チャネル取得タイマーに少なくとも部分的に基づく、請求項２８に
記載の装置。
［Ｃ３０］
　チャネルがチャネル取得タイマー中に基地局によって取得されたのかどうかを監視する
こと、ここにおいて、前記第２の構成が、前記チャネル取得タイマーに少なくとも部分的
に基づく、
　をさらに備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記監視することに基づいてＤＲＸ構成を管理することをさらに備える、Ｃ３０に記載
の装置。
［Ｃ３２］
　ＤＲＸ開始メッセージを受信するための手段と、
　前記ＤＲＸ開始メッセージに少なくとも部分的に基づいて前記第２の構成に従ってＤＲ
Ｘオン持続時間を開始するための手段と
　をさらに備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記第２のコンポーネントキャリアのためのＤ
ＲＸコマンドメッセージを受信するための手段と、
　前記ＤＲＸコマンドメッセージに少なくとも部分的に基づいて前記第２のコンポーネン
トキャリア上でＤＲＸオフ状態に遷移するための手段と
　をさらに備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３４］
　前記第２の構成に従って第１の時間期間の間前記第２のコンポーネントキャリア上での
通信のために少なくとも１つの無線構成要素を非活動化するための手段と、
　前記第１の時間期間が経過した後にオン持続時間の間前記少なくとも１つの無線構成要
素を活動化するための手段と、
　前記オン持続時間中に前記第２のコンポーネントキャリア上で制御チャネルメッセージ
を受信するための手段と、ここにおいて、前記制御チャネルメッセージが、前記オン持続
時間中のバースト長を示す、
　をさらに備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記第２の構成のオン持続時間中にＤＬバースト長の指示を送信するための手段
　をさらに備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記ＤＲＸ構成が、１つまたは複数のＤＲＸモードを備える、ここにおいて、各モード
が、前記第１の構成と前記第２の構成との間の関係に対応する、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３７］
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　前記１つまたは複数のＤＲＸモードのうちのあるモードは、前記第１の構成が前記第２
の構成から独立していることを指定する、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記１つまたは複数のＤＲＸモードのうちのあるモードが、前記第１の構成の少なくと
も１つのＤＲＸオン持続時間に関連する前記第２の構成のＤＲＸオン持続時間を備える、
Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記１つまたは複数のＤＲＸモードのうちのあるモードは、前記第１の構成が、前記第
１の構成のオフ持続時間中に前記第２の構成から独立していることと、前記第１の構成の
各ＤＲＸオン持続時間に関連する前記第２の構成のＤＲＸオン持続時間とを指定する、Ｃ
３６に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記第２の構成が、前記第２の構成の各オン持続時間に関連するＤＬ　ＴＴＩを備える
、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記第２の構成の各オン持続時間に関連する前記ＤＬ　ＴＴＩが、前記装置に向けられ
るＤＬ制御情報で構成された、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記第２のコンポーネントキャリアのＤＬバースト構成が、前記第２の構成のオン持続
時間中に発生する各ＤＬバーストのための最終ＤＬ　ＴＴＩを備える、Ｃ２５に記載の装
置。
［Ｃ４３］
　前記第２の構成の各オン持続時間が、前記第２のコンポーネントキャリアのＤＬバース
トのための最終ＤＬ　ＴＴＩを含むように延長された、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記第２の構成のオン持続時間の前記最終ＤＬ　ＴＴＩ中に、スケジュールされたアッ
プリンク（ＵＬ）バーストの指示を受信するための手段と、
　前記指示に少なくとも部分的に基づいて前記第２のコンポーネントキャリアに関連する
ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスのための確認応答を送信するための手段
と
　をさらに備える、Ｃ４３に記載の装置。
［Ｃ４５］
　前記第２の構成が、オン持続時間内にＵＬバーストを備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ４６］
　前記ＵＬバーストのＴＴＩを使用してチャネル状態情報（ＣＳＩ）メッセージを送信す
るための手段
　をさらに備える、Ｃ４５に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記第２の構成が、前記第１の構成のオン持続時間のセットと同じ時間にわたるオン持
続時間の第１のセットと、前記第１の構成の少なくとも１つのオフ持続時間内のオン持続
時間の第２のセットとを備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記第２の構成に関連するオン持続時間に関連する前記第１のコンポーネントキャリア
のシンボルレベルの中断に少なくとも部分的に基づいて前記第１のコンポーネントキャリ
ア上でのデータ送信をレートマッチングするための手段
　をさらに備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ４９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
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　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されたとき、前記装置に、
　　　第１のチャネル使用手順を用いる第１のコンポーネントキャリアと、第２のチャネ
ル使用手順を用いる第２のコンポーネントキャリアとを備えるキャリアアグリゲーション
（ＣＡ）構成を決定することと、ここにおいて、前記第１のチャネル使用手順が、前記第
２のチャネル使用手順とは異なる、
　　　前記第１のコンポーネントキャリアのための第１の構成と、前記第２のコンポーネ
ントキャリアのための第２の構成とを備える間欠受信（ＤＲＸ）構成を決定することと
　を行わせるように動作可能な命令と
　を備える、装置。
［Ｃ５０］
　前記第１のチャネル使用手順が、第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）長を使用して監視また
は送信することに少なくとも部分的に基づき、前記第２のチャネル使用手順が、前記第１
のＴＴＩ長とは異なる第２のＴＴＩ長を使用して監視または送信することに少なくとも部
分的に基づく、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５１］
　前記第１のＴＴＩ長が、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）サブフレームであり
、前記第２のＴＴＩ長が、ＬＴＥシンボル期間である、Ｃ５０に記載の装置。
［Ｃ５２］
　前記第２のコンポーネントキャリアが、共有または無認可スペクトル中にある、ここに
おいて、前記第２のチャネル使用手順が、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）手順に少な
くとも部分的に基づき、前記第１のチャネル使用手順が、非ＬＢＴ手順に少なくとも部分
的に基づく、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５３］
　前記第２の構成が、チャネル取得タイマーに少なくとも部分的に基づく、Ｃ５２に記載
の装置。
［Ｃ５４］
　前記命令は、チャネルがチャネル取得タイマー中に基地局によって取得されたのかどう
かを監視することを実行可能である、ここにおいて、前記第２の構成が、前記チャネル取
得タイマーに少なくとも部分的に基づく、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５５］
　前記命令が、前記監視することに基づいてＤＲＸ構成を管理することを実行可能である
、Ｃ５４に記載の装置。
［Ｃ５６］
　前記命令が、
　ＤＲＸ開始メッセージを受信することと、
　前記ＤＲＸ開始メッセージに少なくとも部分的に基づいて前記第２の構成に従ってＤＲ
Ｘオン持続時間を開始することと
　を実行可能である、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５７］
　前記命令が、
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記第２のコンポーネントキャリアのためのＤ
ＲＸコマンドメッセージを受信することと、
　前記ＤＲＸコマンドメッセージに少なくとも部分的に基づいて前記第２のコンポーネン
トキャリア上でＤＲＸオフ状態に遷移することと
　を実行可能である、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５８］
　前記命令が、
　前記第２の構成に従って第１の時間期間の間前記第２のコンポーネントキャリア上での
通信のために少なくとも１つの無線構成要素を非活動化することと、
　前記第１の時間期間が経過した後にオン持続時間の間前記少なくとも１つの無線構成要
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素を活動化することと、
　前記オン持続時間中に前記第２のコンポーネントキャリア上で制御チャネルメッセージ
を受信することと、ここにおいて、前記制御チャネルメッセージが、前記オン持続時間中
のバースト長を示す、
　を行わせるように動作可能である、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５９］
　前記命令が、
　前記第２の構成のオン持続時間中にＤＬバースト長の指示を送信すること
　を行わせるように動作可能である、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ６０］
　前記ＤＲＸ構成が、１つまたは複数のＤＲＸモードを備える、ここにおいて、各モード
が、前記第１の構成と前記第２の構成との間の関係に対応する、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ６１］
　前記１つまたは複数のＤＲＸモードのうちのあるモードは、前記第１の構成が前記第２
の構成から独立していることを指定する、Ｃ６０に記載の装置。
［Ｃ６２］
　前記１つまたは複数のＤＲＸモードのうちのあるモードが、前記第１の構成の少なくと
も１つのＤＲＸオン持続時間に関連する前記第２の構成のＤＲＸオン持続時間を備える、
Ｃ６０に記載の装置。
［Ｃ６３］
　前記１つまたは複数のＤＲＸモードのうちのあるモードは、前記第１の構成が、前記第
１の構成のオフ持続時間中に前記第２の構成から独立していることと、前記第１の構成の
各ＤＲＸオン持続時間に関連する前記第２の構成のＤＲＸオン持続時間とを指定する、Ｃ
６０に記載の装置。
［Ｃ６４］
　前記第２の構成が、前記第２の構成の各オン持続時間に関連するＤＬ　ＴＴＩを備える
、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ６５］
　前記第２の構成の各オン持続時間に関連する前記ＤＬ　ＴＴＩが、前記装置に向けられ
るＤＬ制御情報で構成された、Ｃ６４に記載の装置。
［Ｃ６６］
　前記第２のコンポーネントキャリアのＤＬバースト構成が、前記第２の構成のオン持続
時間中に発生する各ＤＬバーストのための最終ＤＬ　ＴＴＩを備える、Ｃ４９に記載の装
置。
［Ｃ６７］
　前記第２の構成の各オン持続時間が、前記第２のコンポーネントキャリアのＤＬバース
トのための最終ＤＬ　ＴＴＩを含むように延長された、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ６８］
　前記命令が、
　前記第２の構成のオン持続時間の前記最終ＤＬ　ＴＴＩ中に、スケジュールされたアッ
プリンク（ＵＬ）バーストの指示を受信することと、
　前記指示に少なくとも部分的に基づいて前記第２のコンポーネントキャリアに関連する
ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスのための確認応答を送信することと
　を行わせるように動作可能である、Ｃ６７に記載の装置。
［Ｃ６９］
　前記第２の構成が、オン持続時間内にＵＬバーストを備える、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ７０］
　前記命令が、
　前記ＵＬバーストのＴＴＩを使用してチャネル状態情報（ＣＳＩ）メッセージを送信す
ること
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　を行わせるように動作可能である、Ｃ６９に記載の装置。
［Ｃ７１］
　前記第２の構成が、前記第１の構成のオン持続時間のセットと同じ時間にわたるオン持
続時間の第１のセットと、前記第１の構成の少なくとも１つのオフ持続時間内のオン持続
時間の第２のセットとを備える、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ７２］
　前記命令が、
　前記第２の構成に関連するオン持続時間に関連する前記第１のコンポーネントキャリア
のシンボルレベルの中断に少なくとも部分的に基づいて前記第１のコンポーネントキャリ
ア上でのデータ送信をレートマッチングすること
　を行わせるように動作可能である、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ７３］
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
記コードが、
　　第１のチャネル使用手順を用いる第１のコンポーネントキャリアと、第２のチャネル
使用手順を用いる第２のコンポーネントキャリアとを備えるキャリアアグリゲーション（
ＣＡ）構成を決定することと、ここにおいて、前記第１のチャネル使用手順が、前記第２
のチャネル使用手順とは異なる、
　　前記第１のコンポーネントキャリアのための第１の構成と、前記第２のコンポーネン
トキャリアのための第２の構成とを備える間欠受信（ＤＲＸ）構成を決定することと
　を実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ７４］
　前記第１のチャネル使用手順が、第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）長を使用して監視また
は送信することに少なくとも部分的に基づき、前記第２のチャネル使用手順が、前記第１
のＴＴＩ長とは異なる第２のＴＴＩ長を使用して監視または送信することに少なくとも部
分的に基づく、Ｃ７３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ７５］
　前記第１のＴＴＩ長が、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）サブフレームであり
、前記第２のＴＴＩ長が、ＬＴＥシンボル期間である、Ｃ７４に記載の非一時的コンピュ
ータ可読媒体。
［Ｃ７６］
　前記第２のチャネル使用手順が、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）手順に少なく
とも部分的に基づき、前記第１のチャネル使用手順が、ＣＣＡ手順に基づかない、Ｃ７３
に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ７７］
　前記第２のコンポーネントキャリアが、共有または無認可スペクトル中にある、ここに
おいて、前記第２のチャネル使用手順が、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）手順に少な
くとも部分的に基づき、前記第１のチャネル使用手順が、非ＬＢＴ手順に少なくとも部分
的に基づく、Ｃ７６に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ７８］
　前記第２の構成が、チャネル取得タイマーに少なくとも部分的に基づく、Ｃ７７に記載
の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ７９］
　前記命令は、チャネルがチャネル取得タイマー中に基地局によって取得されたのかどう
かを監視することを実行可能である、ここにおいて、前記第２の構成が、前記チャネル取
得タイマーに少なくとも部分的に基づく、Ｃ７３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体
。
［Ｃ８０］
　前記命令が、前記監視することに基づいてＤＲＸ構成を管理することを実行可能である
、Ｃ７９に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
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［Ｃ８１］
　前記命令が、
　ＤＲＸ開始メッセージを受信することと、
　前記ＤＲＸ開始メッセージに少なくとも部分的に基づいて前記第２の構成に従ってＤＲ
Ｘオン持続時間を開始することと
　を実行可能である、Ｃ７７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ８２］
　前記命令が、
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記第２のコンポーネントキャリアのためのＤ
ＲＸコマンドメッセージを受信することと、
　前記ＤＲＸコマンドメッセージに少なくとも部分的に基づいて前記第２のコンポーネン
トキャリア上でＤＲＸオフ状態に遷移することと
　を実行可能である、Ｃ７７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ８３］
　前記命令が、
　前記第２の構成に従って第１の時間期間の間前記第２のコンポーネントキャリア上での
通信のために少なくとも１つの無線構成要素を非活動化することと、
　前記第１の時間期間が経過した後にオン持続時間の間前記少なくとも１つの無線構成要
素を活動化することと、
　前記オン持続時間中に前記第２のコンポーネントキャリア上で制御チャネルメッセージ
を受信することと、ここにおいて、前記制御チャネルメッセージが、前記オン持続時間中
のバースト長を示す、
　を実行可能である、Ｃ７３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ８４］
　前記命令が、
　前記第２の構成のオン持続時間中にＤＬバースト長の指示を送信すること
　を実行可能である、Ｃ７３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ８５］
　前記ＤＲＸ構成が、１つまたは複数のＤＲＸモードを備える、ここにおいて、各モード
が、前記第１の構成と前記第２の構成との間の関係に対応する、Ｃ７３に記載の非一時的
コンピュータ可読媒体。
［Ｃ８６］
　前記１つまたは複数のＤＲＸモードのうちのあるモードは、前記第１の構成が前記第２
の構成から独立していることを指定する、Ｃ８５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体
。
［Ｃ８７］
　前記１つまたは複数のＤＲＸモードのうちのあるモードが、前記第１の構成の少なくと
も１つのＤＲＸオン持続時間に関連する前記第２の構成のＤＲＸオン持続時間を備える、
Ｃ８５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ８８］
　前記１つまたは複数のＤＲＸモードのうちのあるモードは、前記第１の構成が、前記第
１の構成のオフ持続時間中に前記第２の構成から独立していることと、前記第１の構成の
各ＤＲＸオン持続時間に関連する前記第２の構成のＤＲＸオン持続時間とを指定する、Ｃ
８５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ８９］
　前記第２の構成が、前記第２の構成の各オン持続時間に関連するＤＬ　ＴＴＩを備える
、Ｃ７３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ９０］
　前記第２の構成の各オン持続時間に関連する前記ＤＬ　ＴＴＩが、ユーザ機器に向けら
れるＤＬ制御情報で構成された、Ｃ８９に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
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［Ｃ９１］
　前記第２のコンポーネントキャリアのＤＬバースト構成が、前記第２の構成のオン持続
時間中に発生する各ＤＬバーストのための最終ＤＬ　ＴＴＩを備える、Ｃ７３に記載の非
一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ９２］
　前記第２の構成の各オン持続時間が、前記第２のコンポーネントキャリアのＤＬバース
トのための最終ＤＬ　ＴＴＩを含むように延長された、Ｃ７３に記載の非一時的コンピュ
ータ可読媒体。
［Ｃ９３］
　前記命令が、
　前記第２の構成のオン持続時間の前記最終ＤＬ　ＴＴＩ中に、スケジュールされたアッ
プリンク（ＵＬ）バーストの指示を受信することと、
　前記指示に少なくとも部分的に基づいて前記第２のコンポーネントキャリアに関連する
ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスのための確認応答を送信することと
　を実行可能である、Ｃ９２に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ９４］
　前記第２の構成が、オン持続時間内にＵＬバーストを備える、Ｃ７３に記載の非一時的
コンピュータ可読媒体。
［Ｃ９５］
　前記命令が、
　前記ＵＬバーストのＴＴＩを使用してチャネル状態情報（ＣＳＩ）メッセージを送信す
ること
　を実行可能である、Ｃ９４に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ９６］
　前記第２の構成が、前記第１の構成のオン持続時間のセットと同じ時間にわたるオン持
続時間の第１のセットと、前記第１の構成の少なくとも１つのオフ持続時間内のオン持続
時間の第２のセットとを備える、Ｃ７３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ９７］
　前記命令が、
　前記第２の構成に関連するオン持続時間に関連する前記第１のコンポーネントキャリア
のシンボルレベルの中断に少なくとも部分的に基づいて前記第１のコンポーネントキャリ
ア上でのデータ送信をレートマッチングすること
　を実行可能である、Ｃ７３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
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